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令和7年度　石桜同窓会総会

　

今
回
の
総
会
・
懇
親
会
は
、

従
来
の
会
場
を
分
け
る
形
式
か

ら
一
新
し
、
両
方
を
一
つ
の
会

場
で
実
施
す
る
と
い
う
、
同
窓

会
初
の
試
み
が
導
入
さ
れ
た
。

こ
の
試
み
は
、
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
の
移
動
負
荷
を
軽
減

し
、
総
会
後
す
ぐ
に
懇
親
会
で

交
流
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
事

務
局
と
常
任
理
事
会
が
綿
密
に

計
画
し
た
も
の
で
あ
る
。
会
場

に
集
ま
っ
た
同
窓
生
た
ち
か
ら

は
、
そ
の
効
率
性
と
利
便
性
に

対
す
る
歓
迎
の
声
が
聞
か
れ
、

新
し
い
運
営
形
式
は
初
年
度
か

ら
成
功
を
収
め
た
と
言
え
る
。

　

総
会
は
常
任
理
事
の
中
村
公

紀
君
（
新
61
回
生
）
の
司
会
の

も
と
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
で

進
行
し
た
。
開
会
の
挨
拶
に
続

き
、
村
井
会
長
（
新
18
回
生
）

が
登
壇
し
、
日
頃
か
ら
の
同
窓

会
活
動
へ
の
多
大
な
る
協
力
に

対
し
、
深
い
感
謝
の
意
を
表
明

し
た
。
会
長
は
、
新
し
い
形
式

で
の
総
会
開
催
に
触
れ
つ
つ
、

「
い
つ
も
は
じ
っ
く
り
と
時
間

を
か
け
て
や
っ
て
い
る
総
会
だ

が
、
今
年
は
短
い
時
間
で
ス

ム
ー
ズ
に
進
行
し
た
い
」
と
の

意
向
を
強
調
し
た
。
そ
し
て
、

常
任
理
事
会
や
理
事
会
で
事
前

に
時
間
を
か
け
て
審
議
を
重
ね

て
き
た
こ
と
を
報
告
し
、
参
加

者
全
員
に
対
し
、
こ
の
日
の
議

案
の
円
滑
な
承
認
へ
の
協
力
を

求
め
た
。

　

続
く
新
田
校
長
の
挨
拶
で

は
、
同
窓
会
が
学
校
の
た
め
に

献
身
的
に
活
動
し
て
い
る
こ
と

に
深
く
感
謝
を
述
べ
た
。
学
校

は
少
子
化
に
よ
り
生
徒
数
が
減

少
傾
向
に
あ
り
厳
し
い
状
況
だ

が
、
生
徒
と
教
員
は
「
石
桜
精

　

こ
の
た
び
、
平
成
29
年
よ
り

4
期
8
年
間
に
わ
た
り
務
め
て

ま
い
り
ま
し
た
石
桜
同
窓
会
会

長
を
退
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
在
任
中
は
、
多
く
の
皆

様
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
の
在
任
期
間
中
、
世
界
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

と
い
う
未
曾
有
の
困
難
に
直
面

い
た
し
ま
し
た
。
同
窓
会
に
お

き
ま
し
て
も
、
理
事
会
や
総
会

を
対
面
で
開
催
す
る
こ
と
が
難

し
く
、
や
む
な
く
書
面
決
議
と

い
う
形
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い

状
況
が
続
き
、
活
動
に
も
多
く

の
制
約
が
生
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て

も
、
母
校
創
立
70
周
年
記
念
時

に
同
窓
会
よ
り
寄
贈
し
た
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
の
老
朽
化
に
よ
り
、

部
活
動
や
教
育
活
動
に
支
障
が

出
て
お
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

同
窓
会
設
立
90
周
年
記
念
事
業

と
し
て
「
新
た
な
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
の
寄
贈
」
を
目
標
に
掲
げ
、

皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
無
事

に
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
困
難
に
あ
っ
て
も

決
し
て
歩
み
を
止
め
な
い
「
石

桜
精
神
」
が
今
な
お
受
け
継
が

れ
て
い
る
証
で
あ
り
、
関
係
各

位
の
ご
尽
力
の
賜
物
と
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

石
桜
同
窓
会
は
昭
和
8
年
2

月
11
日
、
旧
制
第
3
回
生
が
卒

業
す
る
年
に
母
校
に
て
設
立
総

会
が
開
催
さ
れ
て
以
来
、
90
年

以
上
に
わ
た
り
、
母
校
と
同
窓

生
の
絆
を
紡
ぎ
続
け
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
の
間
、
1
万
5
千

名
を
超
え
る
卒
業
生
を
輩
出

し
、
各
界
各
層
で
活
躍
し
な
が

ら
地
域
や
社
会
に
貢
献
し
て
ま

い
り
ま
し
た
こ
と
は
、
我
々
同

窓
生
の
誇
り
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
初
代
会
長
・
工
藤
久

吉
氏
（
旧
1
回
生
）
を
は
じ
め
、

第
2
代
会
長
・
佐
々
木
氏
、
第

3
代
会
長
・
松
浦
文
彌
氏
、
第

4
代
会
長
・
松
見
得
明
氏
（
と

も
に
旧
1
回
生
）、
第
5
代
会

長
・
赤
坂
俊
夫
氏
（
旧
9
回

生
）、
第
6
代
会
長
・
下
河
原

善
嗣
郎
氏
（
新
5
回
生
）、
第

7
代
会
長
・
村
上
照
五
郎
氏

（
新
2
回
生
）、
第
8
代
会
長
・

小
技
指
博
氏
（
新
9
回
生
）
と

い
っ
た
歴
代
会
長
な
ら
び
に
先

輩
諸
兄
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
現

在
の
同
窓
会
の
礎
が
築
か
れ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
志
と
情

熱
に
、
改
め
て
深
く
敬
意
を
表

す
る
次
第
で
す
。

　

来
年
、
母
校
は
創
立
1
0
0

周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎

え
ま
す
。
こ
れ
は
私
た
ち
に

と
っ
て
も
新
た
な
出
発
点
で
あ

り
、
こ
の
歴
史
と
伝
統
を
次
の

世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
大

切
な
機
会
で
あ
り
ま
す
。
今
後

ま
す
ま
す
同
窓
会
の
果
た
す
べ

き
役
割
が
重
要
に
な
る
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

私
自
身
も
一
会
員
と
し
て
引

き
続
き
同
窓
会
活
動
を
支
え
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

同
窓
生
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、岩
手
中
・
高
等
学
校

な
ら
び
に
石
桜
同
窓
会
の
今
後

い
っ
そ
う
の
発
展
を
祈
念
い
た

し
ま
す
と
と
も
に
、
会
員
皆
様

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
、
退
任
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

令
和
7
年
8
月
23
日
、
ホ
テ

ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
で
開

催
さ
れ
た
石
桜
同
窓
会
の
総
会

に
て
石
桜
同
窓
会
会
長
に
選
任

い
た
だ
き
ま
し
た
新
三
十
回
卒

業
生
の
久
慈
竜
也
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

岩
手
中
・
高
等
学
校
は
建
学

の
父「
三
田
義
正
翁
」が
大
正
15

年
2
月
に
岩
手
奨
学
会
を
設
立

さ
れ
た
、長
い
歴
史
と
伝
統
が
融

合
し
て
い
る
中
高
一
貫
の
教
育

機
関
で
、し
か
も
現
在
で
は
東
北

地
方
唯
一
の
男
子
校
で
あ
り
ま

す
。
積
慶
・
重
暉
・
養
正
の
三
信

条
を
学
校
経
営
理
念
に
創
学
さ

れ
て
来
年
は
百
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
百
年
の
歴
史
を
持
つ
岩
手

中
・
高
等
学
校
を
卒
業
さ
れ
た

同
窓
の
皆
さ
ん
の
代
表
と
し
て

村
井
紀
之
前
同
窓
会
長
様
か
ら

8
月
開
催
の
同
窓
会
総
会
に
て

会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

　

一
昨
年
に
本
同
窓
会
は
設
立

九
十
周
年
を
数
え
盛
大
に
そ
の

祝
賀
を
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

本
学
の
歴
史
に
は
生
徒
諸
君

が
培
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
の
輝
か

し
い
足
跡
が
多
く
あ
り
今
で
も

伝
説
と
し
て
同
窓
生
の
誇
り
と

し
て
語
り
継
が
れ
て
お
り
ま

す
。
特
に
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の

多
年
続
優
勝
や
過
去
の
ラ
グ

ビ
ー
部
・
野
球
部
の
甲
子
園
出

場
・
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
・
そ

し
て
山
岳
部
や
将
棋
部
の
活
躍

は
今
も
本
当
に
誇
ら
し
く
胸
を

張
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

部
活
動
支
援
は
、
同
窓
会
と
し

て
も
大
き
く
力
を
注
ぎ
、
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
2
台
の
寄
贈
を
実
行

す
る
な
ど
、
生
徒
諸
君
の
行
動

範
囲
を
広
め
活
躍
を
期
待
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

今
の
日
本
の
人
口
構
成
は
少

子
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
我

が
同
窓
会
も
高
齢
化
が
顕
著
で

あ
り
ま
す
。

　

私
は
本
学
を
卒
業
後
、
大
学

に
進
学
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
が
、
決
し
て
裕
福
な
大
学

生
活
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
こ
の
日
本
の
中
で

期
待
さ
れ
て
い
る
若
人
の
一
員

と
し
て
、
希
望
に
満
ち
た
大
学

生
生
活
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
の
時
代
、
生
活
の

格
差
が
顕
著
で
あ
り
公
費
補
填

が
大
学
生
ま
で
及
ぶ
の
に
は
ま

だ
時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま

す
。
岩
手
県
出
身
の
大
学
生
の

生
活
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
学
生
会

館
が
あ
り
ま
す
が
、
通
学
条
件

等
で
入
居
で
き
な
い
学
生
が
い

ま
す
。
地
元
を
離
れ
独
り
で
生

全体

退任の挨拶
石桜同窓会前会長　村 井 紀 之

会長就任挨拶
石桜同窓会新会長　久 慈 竜 也

令和7年度総会・懇親会を盛大に開催令和7年度総会・懇親会を盛大に開催
新体制の船出と今後の活動基盤を確立新体制の船出と今後の活動基盤を確立

神
」
を
胸
に
全
力
を
尽
く
し
て

い
る
と
報
告
。
学
校
に
元
気
が

な
い
と
い
う
声
も
あ
る
か
ら
こ

そ
、
今
後
と
も
応
援
と
サ
ポ
ー

ト
を
お
願
い
し
た
い
と
呼
び
か

け
、
2
年
後
に
迎
え
る
創
立

1
0
0
周
年
へ
向
け
た
協
力
も

要
請
し
た
。

　

議
長
選
出
に
お
い
て
は
、
事

務
局
へ
の
一
任
を
経
て
、
明
戸

均
君
（
新
21
回
生
）
が
選
出
さ

れ
た
。
議
長
の
も
と
、
下
記
の

各
議
案
が
慎
重
に
審
議
さ
れ

た
。
全
て
の
議
案
は
、
理
事
会

で
の
事
前
審
議
に
基
づ
き
提
案

さ
れ
、滞
り
な
く
承
認
さ
れ
た
。

　

第
1
号
議
案
：
石
桜
同
窓
会

令
和
6
年
度
事
業
経
過
報
告
に

つ
い
て

　

第
2
号
議
案
：
石
桜
同
窓
会

令
和
6
年
度
一
般
会
計
・
特
別

会
計
・
ク
ラ
ブ
強
化
育
成
基
金

決
算
報
告
並
び
に
監
査
報
告
に

つ
い
て

　

第
3
号
議
案
：
石
桜
同
窓
会

令
和
7
年
度
事
業
計
画
（
案
）

に
つ
い
て

　

第
4
号
議
案
：
石
桜
同
窓
会

令
和
7
年
度
一
般
会
計
・
特
別

会
計
・
ク
ラ
ブ
強
化
育
成
基
金

予
算
（
案
）
に
つ
い
て

　

第
5
号
議
案
：
石
桜
同
窓
会

会
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

そ
し
て
、
第
6
号
議
案
と
し

て
、役
員
改
正
が
審
議
さ
れ
た
。

長
年
に
わ
た
り
会
を
牽
引
し
て

き
た
旧
役
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
新
役
員
体
制
案
が
提
案
さ

れ
、
総
会
の
承
認
を
得
て
可
決

さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
久
慈

竜
也
君
（
新
30
回
生
）
が
新
会

長
に
、
名
久
井
淳
君
（
新
29
回

生
）、
本
多
好
郎
君
（
新
33
回

生
）、金
子
眞
也
君（
新
37
回
生
）

が
新
副
会
長
に
就
任
す
る
な

ど
、
新
し
い
役
員
体
制
が
正
式

に
発
足
し
、
同
窓
会
の
歴
史
は

新
た
な
局
面
を
迎
え
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

続
く
第
7
号
議
案
で
は
、
母

校
へ
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
1
台
追

加
寄
贈
に
つ
い
て
の
報
告
に
引

き
続
き
、
報
告
事
項
と
し
て
贈

呈
が
行
わ
れ
た
。
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
の
寄
贈
は
「
母
校
ク
ラ
ブ
活

動
を
積
極
的
に
支
援
す
る
」
と

い
う
同
窓
会
指
針
に
基
づ
き
、

生
徒
た
ち
の
安
全
か
つ
円
滑
な

活
動
を
後
押
し
す
る
た
め
に
、

同
窓
会
が
多
大
な
資
金
を
投
じ

て
実
現
し
た
重
要
な
事
業
で
あ

る
。
こ
の
支
援
を
通
じ
て
、
同

窓
会
が
母
校
の
教
育
活
動
、
特

に
ク
ラ
ブ
活
動
を
強
固
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
姿
勢
が
改
め

て
示
さ
れ
た
。

　

次
に
、
石
桜
同
窓
会
フ
ェ

ロ
ー
賞
の
表
彰
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
た
。
今
回
は
小
笠
原
常
之

君
（
新
17
回
生
）
を
は
じ
め
と

感謝状受賞の武藤副会長

村井会長

赤澤常任理事マイクロバスの贈呈 熊谷副会長

新田校長

す
る
数
名
が
受
賞
し
た
こ
と
が

改
め
て
参
加
者
に
報
告
さ
れ

た
。
受
賞
者
た
ち
の
多
岐
に
わ

た
る
活
躍
は
、
同
窓
生
た
ち
の

誇
り
で
あ
る
と
と
も
に
、
後
輩

た
ち
へ
の
大
き
な
激
励
と
な
っ

た
。

　

議
事
、
報
告
事
項
に
続
き
、

新
体
制
へ
の
移
行
に
伴
い
、
長

き
に
わ
た
り
同
窓
会
の
運
営
に

尽
力
さ
れ
た
方
々
へ
の
感
謝
状

贈
呈
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
今

回
、感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
の
は
、

副
会
長　

武
藤
正
吾
君
（
新
14

回
生
）、
副
会
長　

熊
谷
鉄
郎

君
（
新
20
回
生
）、
常
任
理
事　

赤
澤
征
夫
君
（
新
9
回
生
）
の

3
名
で
あ
る
。村
井
前
会
長
は
、

「
今
回
、
執
行
部
が
変
わ
る
に

あ
た
り
、
こ
の
8
年
間
、
コ
ロ

ナ
禍
な
ど
様
々
な
困
難
な
時
期

に
も
、
同
窓
会
の
円
滑
な
運
営

に
強
い
熱
意
を
持
っ
て
取
り
組

み
、
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
た

3
名
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
の

活
せ
ざ
る
を
得
な
い
学
生
は
物

価
高
騰
に
お
け
る
生
活
苦
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
私
は
東
京
都

内
に
在
住
す
る
者
と
し
て
、
岩

手
高
校
を
卒
業
し
首
都
圏
で
苦

学
を
強
い
ら
れ
て
い
る
諸
君
を

支
え
て
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
年
に

複
数
回
同
窓
諸
君
と
会
食
懇
談

の
場
を
設
け
お
互
い
に
支
え
合

う
仕
組
み
を
作
り
た
い
と
意
を

強
く
し
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と

で
将
来
に
わ
た
り
卒
業
生
の
同

窓
の
結
束
を
図
っ
て
い
く
こ
と

が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
応
援
を

い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

来
年
百
周
年
を
迎
え
る
母
校

を
更
に
盛
り
上
げ
て
い
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
就

任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

意
を
表
し
た
い
」
と
述
べ
、
そ

の
功
績
を
讃
え
た
。

進
行
で
会
場
を
活
気
づ
け
た
。

　

開
会
の
挨
拶
に
は
、
新
会
長

に
就
任
し
た
久
慈
君
（
新
30
回

生
）
が
登
壇
し
た
。
久
慈
新
会

長
は
、ま
ず
自
己
紹
介
を
行
い
、

自
身
が
岩
手
高
校
の
3
年
生
の

時
に
校
舎
が
火
災
に
遭
っ
た
と

い
う
、
同
窓
生
な
ら
誰
も
が
知

る
出
来
事
に
触
れ
た
。そ
の
際
、

同
窓
会
の
諸
先
輩
方
や
先
生
方

か
ら
受
け
た
温
か
い
、
そ
し
て

計
り
知
れ
な
い
支
援
に
対
し
、

「
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
」
と
改
め
て
深
い
感
謝
の
念

を
表
明
し
た
。
母
校
と
先
輩
方

へ
の
敬
意
が
、
新
体
制
の
活
動

の
基
盤
に
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

　

さ
ら
に
、
同
級
生
な
ら
で
は

の
親
し
み
や
す
い
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
披
露
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
高

校
卒
業
時
の
進
学
の
際
、
宮
田

君
（
新
30
回
生
）
が
先
に
秋
田

の
経
済
大
学
の
推
薦
枠
を
獲
得

し
た
た
め
、
会
長
が
希
望
し
て

い
た
枠
が
埋
ま
っ
て
し
ま
い
、

結
果
と
し
て
自
身
は
北
海
道
の

函
館
大
学
に
進
学
す
る
こ
と
に

な
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。「
宮 新会長就任の久慈竜也氏

　

総
会
後
、
会
場
を
そ
の
ま
ま

利
用
し
、
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
今
回
は
「
1
」
の
つ
く

回
生
が
運
営
。
司
会
は
、
新
61

回
生
で
野
球
部
出
身
の
中
村
公

紀
君
が
務
め
、
若
さ
あ
ふ
れ
る

　

令
和
7
年
の
石
桜
同
窓
会
総
会
は
、
８
月
23
日
（
土
）
午

後
５
時
30
分
よ
り
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
本
館
で

開
催
さ
れ
た
。
事
業
報
告
や
決
算
・
予
算
、
役
員
改
選
な
ど

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
し
た
。
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石 桜 同 窓 会

賛 助 会 費
令和 6年 6月 1日〜令和 7年 5月 31 日

（団体名） （金額）
日大石櫻会 20,000
　　　小　　　計	 1,243,500
　　　手　数　料	 43,118
　　　合　　　計	 1,200,382
（2024/6/1～2025/5/31）

賛
助
会
費
フ
ェ
ロ
ー
賞

・
個
人

藤　

根　

俊　

一（
新
29
回
）

加　

藤　
　
　

惠（
新
4
回
）

八
重
樫　

金
十
郎（
旧
11
回
）

中　

村　

一　

雄（
旧
15
回
）

滝　

川　

忠　

夫（
旧
13
回
）

村　

上　

照
五
郎（
新
2
回
）

下
河
原　

善
嗣
郎（
新
5
回
）

足　

澤　
　
　

至（
旧
15
回
）

櫻　

井　
　
　

勇（
中
学
2
回
）

大　

森　

敬
一
郎（
中
学
4
回
）

竹　

花　

國　

夫（
新
8
回
）

東　

野　

久　

松（
新
7
回
）

佐　

藤　

忠　

男（
新
12
回
）

金　

子　

眞　

也（
新
37
回
）

小　

林　

泰　

宏（
新
9
回
）

小
枝
指　
　
　

博（
新
9
回
）

高　

宮　

昭　

平（
旧
18
回
）

金　

子　

眞　

也（
新
37
回
）

菅　

野　

恒　

治（
新
10
回
）

高　

橋　

浩　

二（
新
20
回
）

金　

子　

眞　

也（
新
37
回
）

川　

村　

武　

雄（
旧
9
回
）

中　

村　

一　

雄（
旧
15
回
）

中　

村　
　
　

實（
新
10
回
）

佐
々
木　

利　

之（
新
10
回
）

大　

宮　
　
　

弘（
新
12
回
）

後　

藤　

康　

文（
新
8
回
）

彭　
　
　

振　

貴（
旧
13
回
）

髙　

橋　

龍　

次（
新
23
回
）

藤　

田　

雄　

平（
新
6
回
）

山　

口　

眞　

吉（
旧
11
回
）

石　

井　
　
　

隆（
新
10
回
）

村　

井　

紀　

之（
新
18
回
）

西
在
家　
　
　

寛（
旧
18
回
）

中　

村　

一　

雄（
旧
15
回
）

佐　

藤　

忠　

男（
新
12
回
）

柴　

田　

義　

春（
新
11
回
）

三　

浦　
　
　

学（
新
10
回
）

高　

田　

裕　

功（
新
5
回
）

久　

慈　

俊　

幸（
新
19
回
）

藤　

澤　
　
　

昇（
新
18
回
）

小　

林　

泰　

宏（
新
9
回
）

小　

原　

紀　

彰（
新
13
回
）

矢　

澤　

俊　

夫（
新
14
回
）

井　

上　
　
　

務（
第
11
回
）

久　

慈　

俊　

幸（
新
19
回
）

小
笠
原　

常　

之（
新
17
回
）

高　

山　

一　

元（
新
4
回
）

・
団
体

第
5
期
会

日
大
石
櫻
会

石
桜
３５
会

新
11
回
生
同
期
会

新
18
回
生
同
期
会

（個人名） （金額）（回生）
菱　川　貞三郎 2,000 旧 17 後
岩 長 宏 6,000 2
渡　辺　勇次郎 2,000 2
梅 津 敏 昭 2,000 3
四 戸 和 彦 2,000 3
上 田 勝 彦 2,000 4
多 田 豊 彦 2,000 4
高 山 一 元 10,000 4
高 山 一 元 70,000 4
渡◎邊◎真由美 2,000 5
城 守 英 彦 2,000 6
宇夫方◎康◎夫 6,000 6
駒 井 蓉 一 2,000 7
伊 藤 一 也 10,000 7
山 本 充 夫 6,000 7
宮 永 弘 守 8,000 7
伊 藤 健 次 2,000 7
後 藤 康 文 10,000 8
鎌 田 耕一郎 2,000 8
多 田 清 吾 10,000 8
髙 木 智 徳 2,000 8
平 井 衛 2,000 8
宮 野 正 夫 10,000 8
吉 田 健一郎 4,000 8
兼 平 甚三郎 2,000 8
磯 崎 公 一 2,000 9
小 林 泰 宏 10,000 9
山 田 耕 三 10,000 9
府 金 利 廣 2,000 9
髙 橋 明 2,000 9
佐々木 英 雄 10,000 9
小 枝 指 博 2,000 9
松 岡 直 彦 2,000 10
菊 地 治 雄 10,000 10
重 茂 佳 伸 2,000 10
横 矢 裕 10,000 11
菅 原 國 嘉 4,000 11
長 澤 佳 彦 4,000 12
猿 舘 宣 明 2,000 12
菅 原 紀 繁 2,000 12
田 村 隆 一 2,000 12
平 賀 武 彦 4,000 12
石 村 亘 4,000 12
石 村 亘 4,000 12
細 川 正 4,000 12
鬼 柳 隆 雄 2,000 13
佐 藤 勝 彦 2,000 13

菊 地 輝 之 2,000 13
小 原 紀 彰 20,000 13
谷 村 力 2,000 13
葛 原 宏 治 10,000 13
福 田 稔 2,000 13
横 沢 大 造 6,000 13
福 田 武 彦 4,000 13
中 村 栄 孝 4,000 14
瀬 川 徹 夫 10,000 14
村 田 勝 利 10,000 14
武 藤 正 吾 10,000 14
佐 藤 弘 吉 10,000 14
熊 谷 正 弘 4,000 14
横 田 雄 司 2,000 14
沼 田 力 6,000 15
栃 内 秀 彦 10,000 15
肥 田 秀 彦 10,000 15
高 橋 敏 明 10,000 15
細谷地 祐 助 2,000 15
佐 藤 正 隆 2,000 15
内 藤 直 樹 2,000 15
山 本 茂 紀 4,000 16
峠 徳 美 2,000 16
玉 山 幸 男 2,000 16
小 田 宏 10,000 16
細 野 龍 彦 2,000 16
滝 浦 弘 士 2,000 16
越 戸 國 雄 2,000 16
見 世 久 也 2,000 16
中 澤 正 博 10,000 17
昆 幸 彦 4,000 17
小笠原 常 之 10,000 17
小 野 義 郎 2,000 17
柴 田 厚 郎 10,000 17
小 暮 信 人 20,000 17
照 井 駿 一 4,000 17
小笠原 秀 孝 10,000 17
竹 原 純 悦 2,000 18
米 谷 春 夫 10,000 18
兼 平 俊 朗 2,000 18
工 藤 和 夫 2,000 18
藤 野 光 宏 2,000 18
高 橋 弘 一 2,000 18
八 重 嶋 守 2,000 18
吉 田 勝 次 4,000 18
井 上 利 一 2,000 18
村 井 紀 之 20,000 18
村 田 憲 正 2,000 18

竹 原 純 悦 2,000 18
谷 藤 芳 榮 6,000 18
藤 岡 知 昭 10,000 19
大 谷 潔 10,000 19
鎌 田 眞 逸 10,000 19
松 浦 雅 嗣 10,000 20
髙 橋 幸 一 4,000 20
佐 藤 義 和 2,000 20
坂 下 政 幸 2,000 20
鷲 塚 正 義 2,000 20
吉 田 英 保 2,500 20
高 橋 隆 一 4,000 20
長谷川 良 久 2,000 20
鍋 倉 正 克 2,000 20
花 井 裕 一 2,000 20
髙 橋 雪 夫 10,000 20
泉 澤 則 夫 4,000 20
遠 藤 勝 己 10,000 20
森 田 明 典 2,000 20
小 原 政 憲 4,000 20
米 倉 吉 一 2,000 20
藤 澤 知 保 2,000 20
吉 田 行 夫 10,000 21
武 田 眞 和 10,000 21
明 戸 均 10,000 21
青 山 信 義 4,000 21
黒 澤 重 人 2,000 21
佐々木 幸 雄 2,000 22
南 黒 沢 智 2,000 22
楢 山 義 彦 10,000 22
髙 橋 明 典 2,000 22
小田中 富士雄 2,000 22
太 田 政 幸 2,000 22
菊 地 弘 之 2,000 22
伊 藤 賢 二 2,000 23
佐々木 哲 也 10,000 23
古 賀 和 俊 10,000 23
馬 場 博 明 6,000 23
千 田 幸 司 2,000 23
上 村 章 夫 4,000 24
井 上 成 一 5,000 24
川 村 市 宜 10,000 24
吉 田 一 美 2,000 24
吉 田 祐 一 2,000 25
晴 山 弘 己 10,000 25
千 葉 昭 彦 2,000 25
佐 藤 順 2,000 25
三 浦 由 太 2,000 26

櫻 井 滋 30,000 26
日 向 雅 仁 2,000 26
上 田 公 一 2,000 26
金 谷 純 一 2,000 27
立 花 春 男 2,000 27
下 田 裕 昭 10,000 27
菱 谷 和 彦 2,000 28
照 井 勝 也 4,000 29
名 久 井　　 淳 2,000 29
羽 沢 寿 隆 2,000 30
藤 澤 　 透 2,000 30
吉 田 昌 之 6,000 30
佐々木　隆　孝 2,000 31
菅 原 一 也 2,000 31
久保田　仁　恒 2,000 32
鈴 木 俊 哉 10,000 32
竹 田 浩 人 2,000 33
鳥 居 　 智 10,000 34
工 藤 　 優 2,000 34
山 内 　 徹 2,000 35
岩 舘 久 志 2,000 35
戸 張 　 聡 20,000 35
岩 渕 俊 明 2,000 35
渡 辺 昌 文 2,000 36
金 子 眞 也 20,000 37
陸 田 秀 之 2,000 37
石 井 　 渉 2,000 37
新 沼 裕 一 10,000 37
小 林 　 純 2,000 39
佐 藤 　 健 2,000 40
西 郷 史 郎 10,000 40
東 本 茂 樹 2,000 41
松 浦 真 司 2,000 42
柴 内 宏 治 2,000 42
村　上　振一朗 2,000 43
武 田 隆 継 10,000 43
千 葉 　 基 2,000 43
齋 藤 恵 亮 2,000 43
小 野 寺　　 司 2,000 44
白 戸 一 隆 10,000 44
宮 本 憲 彦 4,000 45
山 崎 秀 樹 10,000 46
井 上 雅 友 10,000 47
曽我部　光　宏 2,000 48
永 田 　 睦 2,000 49
坂 下 幸 輝 2,000 49
中 村 史 幸 2,000 50
日下部　　　慶 2,000 50

大 橋 潤 一 2,000 50
柏 谷 　 繁 2,000 50
藤 原 秀 徳 6,000 51
本 多 真 之 2,000 52
米 澤 佑 太 2,000 53
奥 良 　 之 2,000 54
岩 間 昭 造 2,000 55
熊 谷 一 城 2,000 55
宮 澤 遼 平 2,000 56
奥 直 之 2,000 57
田 口 智 康 50,000 58
米 澤 聖 2,000 59
吉 田 大 祐 2,000 59
高 橋 康 介 2,000 59
久 慈 和 也 2,000 59
小山田 裕 樹 6,000 60
熊 谷 和 樹 2,000 61
中 村 公 紀 2,000 61
久 慈 智 也 2,000 61
遠 藤 恭 平 2,000 61
野 中 凌 2,000 62
佐々木 駿 介 2,000 64
板 澤 孝 哲 2,000 64
田 口 智 之 50,000 65
澤 井 瑠 架 2,000 65
武 田 幸 直 2,000 65
長 澤 央 樹 2,000 67
田 中 尚 太 2,000 67
金 子 燿 大 10,000 69
遠 藤 雅 之 2,000 70
遠 藤 雅 之 2,000 70
樋 口 俊 文 2,000 73
田 中 謙二郎 2,000 74
鈴 木 森 羅 2,000 74
梅 里 爽 希 2,000 74
鈴 木 偉 風 2,000 76
小笠原 徳 雄 6,000 中学 9
高 橋 昌 造 4,000

21年目もありがとうございました。21年目もありがとうございました。
〜今回は〜今回は 1,243,500 円1,243,500 円となりました〜となりました〜

田
君
が
先
に
枠
を
取
っ
ち
ゃ
っ

た
ん
で
」
と
い
う
ユ
ー
モ
ラ
ス

な
裏
話
に
、
会
場
か
ら
は
大
き

な
笑
い
と
拍
手
が
起
こ
り
、
一

気
に
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
た
。

　

続
い
て
副
会
長
を
代
表
し

て
、
本
多
君
か
ら
「
同
窓
会
を

活
発
に
し
て
い
き
た
い
」
と
い

う
力
強
い
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

新
会
長
の
飾
ら
な
い
人
柄

と
、
同
窓
生
と
の
固
い
絆
を
感

じ
さ
せ
る
ス
ピ
ー
チ
や
、
副
会

長
の
決
意
表
明
は
新
体
制
へ
の

期
待
感
を
高
め
る
最
高
の
船
出

と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
の
祝
辞
、
そ

し
て
乾
杯
の
発
声
と
続
き
、
待

ち
に
待
っ
た
歓
談
の
時
間
へ
と

移
っ
た
。
会
場
で
は
、
現
役
世

代
か
ら
大
先
輩
ま
で
、
幅
広
い

世
代
の
同
窓
生
た
ち
が
グ
ラ
ス

を
傾
け
、
在
学
中
の
思
い
出
や

近
況
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
親

睦
を
深
め
た
。
テ
ー
ブ
ル
を
囲

ん
で
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
る
様
子
や
、
若
手
同
窓
生
が

熱
心
に
先
輩
た
ち
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
る
姿
な
ど
、
石
桜

同
窓
会
が
長
年
培
っ
て
き
た

「
絆
」
の
強
さ
が
随
所
に
感
じ

ら
れ
た
。
特
に
、
新
体
制
の
会

長
・
副
会
長
の
テ
ー
ブ
ル
に

は
、多
く
の
同
窓
生
が
集
ま
り
、

彼
ら
の
新
体
制
へ
の
決
意
と
ビ

ジ
ョ
ン
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

来
年
の
総
会
は
、「
2
」
の

つ
く
回
生
が
運
営
と
な
る
。
代

表
し
て
佐
藤
忠
男
君
（
新
12
回

生
）
よ
り
「
最
高
の
総
会
を
目

指
し
、一
年
間
全
力
を
尽
く
す
」

と
の
力
強
い
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ

た
。
総
会
・
懇
親
会
の
成
功
に

向
け
、
若
手
か
ら
大
先
輩
ま
で

の
熱
意
あ
る
協
力
体
制
を
期
待

し
た
い
。

　

懇
親
会
も
終
盤
に
差
し
掛
か

る
と
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
な

る
校
歌
斉
唱
が
行
わ
れ
た
。

リ
ー
ド
を
務
め
た
の
は
、
新
19

回
生
の
中
村
一
君
で
あ
る
。
中

村
君
は
「
若
き
日
を
思
い
出
し

た
い
」と
語
り
、会
場
に
集
ま
っ

た
同
窓
生
た
ち
に
斉
唱
へ
の
参

加
を
呼
び
か
け
た
。
C
D
の
伴

奏
に
合
わ
せ
、
会
場
全
体
で
力

強
く
校
歌
が
斉
唱
さ
れ
た
。
歌

詞
の
一
つ
ひ
と
つ
に
、
岩
手
高

校
生
と
し
て
の
誇
り
と
、
母
校

へ
の
愛
着
が
込
め
ら
れ
、
熱
気

と
感
動
に
包
ま
れ
た
。

　

校
歌
斉
唱
を
も
っ
て
、
令
和

7
年
度
の
総
会
・
懇
親
会
は
盛

会
の
う
ち
に
閉
会
と
な
っ
た
。

初
の
試
み
と
な
っ
た
総
会
・
懇

親
会
一
体
型
の
成
功
、
母
校
へ

の
貢
献
を
示
す
バ
ス
贈
呈
や

フ
ェ
ロ
ー
賞
の
報
告
、
そ
し
て

新
し
い
執
行
部
体
制
の
発
足
と

い
う
重
要
な
決
議
を
経
て
、
同

窓
会
の
歴
史
に
新
た
な
一
歩
が

刻
ま
れ
た
。こ
の
日
の
成
功
は
、

同
窓
生
た
ち
が
新
た
な
気
持
ち

で
同
窓
会
の
活
動
を
支
え
、
母

校
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
決

意
を
新
た
に
す
る
、
実
り
多
き

一
日
と
な
っ
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
。

歓談の様子

校歌斉唱最多出席回生の田中氏（新20） 2 のつく回生代表　佐藤忠男氏（左）

く
ん
の
閉
会
の
辞
で
終
了
し
ま

し
た
。
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ア
」
な
ど
3
曲
を
張
り
の
あ
る

声
で
熱
唱
し
、
会
場
か
ら
大
喝

采
を
浴
び
ま
し
た
。
ま
た
、
瀬

川
徹
夫
さ
ん
は
昨
年
11
月
に
死

去
し
た
後
藤
康
文
医
師（
新
8
）

の
協
力
を
得
て
取
り
組
ん
だ
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
作
品
づ

く
り
へ
の
思
い
出
を
改
め
て
披

瀝
し
、
併
せ
て
創
作
活
動
へ
の

な
お
衰
え
な
い
意
欲
も
示
し
、

同
世
代
か
ら
は
感
嘆
の
声
も
漏

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
窓
会
担
当
の
中
山

泰
志
先
生
（
新
39
）
と
現
役
の

慶
大
生
で
あ
る
東
條
拓
真
さ
ん

（
新
７５
）
が
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
形

式
で
語
り
合
う
企
画
も
設
け
ら

れ
、
会
場
か
ら
東
条
さ
ん
へ
の

辛
辣
な
質
問
も
飛
び
出
す
な
ど

和
や
か
な
う
ち
に
同
企
画
も
終

了
。
最
終
盤
で
は
田
中
館
先
生

も
含
め
た
元
ラ
グ
ビ
ー
部
員
4

人
が
登
壇
し
、
手
拍
子
を
打
ち

な
が
ら
恒
例
の
ラ
グ
ビ
ー
応
援

歌
を
軽
や
か
に
歌
い
上
げ
ま
し

た
。
続
い
て
石
桜
精
神
を
説
い

た
校
歌
を
声
高
ら
か
に
斉
唱

し
、前
会
長
の
菅
野
幸
顧
問（
新

13
）の
音
頭
で
万
歳
三
唱
を
し
、

そ
の
ま
ま
菅
野
顧
問
が
閉
式
の

辞
を
述
べ
、
年
に
一
度
の
同
窓

会
は
盛
況
裡
に
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

　

参
加
者
の
約
半
数
は
引
き
続

い
て
2
次
会
会
場
に
移
動
し
、

秋
の
清
々
し
さ
の
な
か
で
世
代

を
超
え
て
の
語
り
合
い
が
、
陽

が
落
ち
て
も
延
々
と
続
き
ま
し

た
。
首
都
圏
在
住
の
同
窓
生
の

元
気
さ
は
健
在
で
す
。

■
令
和
7
年
度
歯
科
医
師
石
櫻

会
総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会

報
告

　

令
和
7
年
6
月
14
日
（
土
）

ホ
テ
ル
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛

岡
本
館
に
お
い
て
令
和
7
年
度

歯
科
医
師
石
櫻
会
総
会
・
講
演

会
・
懇
親
会
が
28
名
の
会
員
出

席
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。
総
会

は
、
上
原
豊
副
会
長
の
開
会
の

辞
、中
野
廣
一
会
長
挨
拶
の
後
、

議
長
に
米
内
正
先
生
が
選
出
さ

れ
、
西
郷
史
郎
幹
事
長
よ
り
令

和
6
年
度
会
務
報
告
、
赤
坂
俊

彦
幹
事
よ
り
会
計
報
告
が
あ

り
、
村
上 

修
・
小
豆
嶋
正
典

監
事
よ
り
会
務
・
会
計
内
容
が

適
切
で
あ
る
旨
の
監
査
報
告
が

■
石
桜
同
窓
会
90
周
年
記
念
事

業　
母
校
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

2
台
目
贈
呈

　

石
桜
同
窓
会
設
立
90
周
年
記

念
事
業
と
し
て
母
校
に
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
2
台
寄
贈
を
計
画
し
た

が
予
算
の
関
係
で
1
台
し
か
贈

呈
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
年
に

な
り
新
た
に
2
台
目
贈
呈
の
機

運
が
高
ま
り
数
名
の
同
窓
生
の

尽
力
に
よ
り
も
う
一
台
贈
呈
の

め
ど
が
た
ち
、
令
和
7
年
9
月

２９
日
母
校
体
育
館
で
全
校
生
徒

参
集
の
も
と
贈
呈
式
を
挙
行
し

ま
し
た
。
車
両
は
三
菱
ロ
ー
ザ

25
人
乗
り
で
当
日
9
時
ご
ろ
母

校
に
納
車
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
レ
プ
リ
カ
キ
ー
を
村

井
前
会
長
よ
り
生
徒
会
長
に
手

渡
し
し
、
生
徒
会
長
よ
り
謝
辞

を
新
田
学
校
長
よ
り
も
感
謝
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

同
窓
生
の
佐
藤
忠
男
さ
ん
よ
り

在
校
生
へ
贈
る
言
葉
の
披
露
が

あ
り
生
徒
は
熱
心
に
拝
聴
し
て

い
ま
し
た
。同

期
会

■
紫
桜
会
（
新
18
回
生
）
同
期

会
を
開
催

　

新
18
回
生
の
同
期
会
を
令
和

6
年
11
月
18
日
17
：
30
よ
り
大

通
り
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ビ
ル
6
F

の
ゼ
ジ
ルP

arty＆

 dining 

G
IZE
LE

で
開
催
し
ま
し
た
。

■
新
制
23
回
生（
昭
和
４６
年
卒
）

同
期
会
開
催
報
告
（
会
員
敬

称
略
）

　

令
和
７
年
４
月
５
日
（
土
）　

ス
タ
ー
ホ
テ
ル
に
て
17
：
００
よ

り
２３
回
生
同
期
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
卒
業
以
来
５４
年
目
と

な
る
本
年
、
発
起
人
佐
々
木
俊

■
新
20
回
生
同
期
会
を
開
催

　

新
20
回
生
同
期
会
を
令
和
7

年
10
月
11
日
に
盛
岡
・
ホ
テ
ル

エ
ー
ス
盛
岡
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
満
76
歳
を
迎
え
、

数
え
年
「
喜
寿
」
を
迎
え
る
記

念
す
べ
き
年
齢
と
な
り
、ま
た
、

恩
師
池
口
杜
孝
先
生
は
卒
寿
を

経
て
、
お
元
気
で
長
寿
を
更
新

し
続
け
て
お
り
、
人
生
の
大
先

輩
で
お
か
れ
ま
し
て
し
、
お
元

気
で
常
に
前
向
き
に
生
活
を
し

て
い
る
姿
は
は
頼
も
し
い
か
ぎ

り
で
、「
恩
師
池
口
杜
孝
先
生
・

長
寿
の
お
祝
い
」
岩
手
高
校
新

20
回
生
・
喜
寿
の
お
祝
い
」
と

銘
打
っ
て
盛
大
に
開
催
し
ま
し

た
。

　

初
め
に
石
桜
同
窓
会
参
与
の

赤
澤 

征
夫
氏
に
写
真
撮
影
と

ビ
デ
オ
撮
影
を
依
頼
し
て
、
記

念
集
合
写
真
撮
影
を
行
い
同
期

会
に
は
い
り
、
小
山
田
榮
一
君

に
司
会
を
担
当
し
て
頂
き
、
開

会
の
辞
、
小
山
田
栄
一
君
、
そ

し
て
足
澤
、
吉
田
、
鈴
木
、
山

岸
の
物
故
恩
師
と
同
期
生
41

名
、
合
計
45
名
の
物
故
者
に
黙

祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
田
中
健
一
新
20
回

生
同
期
会
会
長
の
挨
拶
、
恩
師

池
口
先
生
か
ら
祝
辞
を
頂
戴
し

ま
し
た
。

　

新
20
回
生
全
体
の
近
況
報
告

が
高
橋
浩
二
同
期
会
事
務
長
か

ら
あ
り
、
阿
芦
田
文
一
君
の
乾

杯
で
懇
親
会
に
入
り
ま
し
た
。

　

自
己
紹
介
、
近
況
報
告
を
一

人
ず
つ
壇
上
で
あ
り
、
美
酒
に

快
酔
い
な
が
ら
の
と
て
も
、
と

て
も
楽
し
い
同
期
会
で
し
た
。

　

最
後
は
長
谷
川
良
久
君
と
数

名
で
音
頭
を
と
り
校
歌
斉
唱
を

声
高
ら
か
に
学
生
時
代
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
歌
い
、
谷
地

喜
悦
君
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る

三
本
締
め
閉
会
の
辞
で
、
又
の

再
会
を
期
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

■
在
京
同
窓
生
が
今
年
も
上
野

に
集
結　
東
京
石
桜
同
窓
会

の
つ
ど
い
開
く

　
「
令
和
7
年
度
、第
43
回
東
京

石
桜
同
窓
会
の
つ
ど
い
」
が
10

月
4
日
、
東
京
都
台
東
区
の
上

野
精
養
軒
で
開
か
れ
ま
し
た
。

来
年
、
母
校
が
創
立
1
0
0
周

年
を
迎
え
る
こ
と
も
あ
っ
て
か
、

今
回
も
大
勢
の
同
窓
生
が
会
場

に
足
を
運
ん
で
く
れ
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

今
回
も
例
年
同
様
に
第
1
部

が
講
演
会
、
第
2
部
が
総
会
・

懇
親
会
と
い
う
構
成
で
す
。
第

1
部
の
講
演
会
に
入
る
前
に
は

元
学
校
長
の
池
口
杜
孝
先
生
が

寄
せ
た
手
紙
が
上
野
英
夫
副
会

長
（
新
20
）
に
よ
っ
て
読
み
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
池
口
先
生
は

当
初
、
会
合
へ
の
参
加
を
予
定

し
て
い
ま
し
た
が
、
都
合
に
よ

り
参
加
で
き
な
く
な
り
、
そ
の

代
わ
り
と
し
て
近
況
を
伝
え
る

手
紙
を
寄
せ
た
も
の
で
す
。

　

第
1
部
の
講
演
会
で
は
昨
年

春
か
ら
第
11
代
学
校
長
と
し
て

学
校
運
営
の
指
揮
を
執
る
新
田

亮
一
校
長
が
、「
1
0
0
へ
の

感
謝
～
1
0
0
か
ら
の
挑
戦
」

と
題
し
、
資
料
映
像
も
交
え
て

最
新
の
進
学
状
況
や
ク
ラ
ブ
活

動
実
績
な
ど
を
紹
介
。
そ
れ
を

踏
ま
え
て
創
立
1
0
0
周
年
以

降
の
学
校
の
目
指
す
べ
き
方
向

し
、
同
窓
会
の
勢
い
を
一
段
と

加
速
さ
せ
る
べ
く
懸
命
に
取
り

組
む
旨
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

も
う
一
人
の
来
賓
で
あ
る
田

中
館
光
先
生
（
新
47
）
は
自
身

が
顧
問
を
務
め
る
ラ
グ
ビ
ー
部

な
ど
運
動
部
の
最
近
の
詳
し
い

状
況
や
学
校
内
の
様
子
を
紹
介

し
、
少
子
化
の
影
響
を
受
け
る

な
か
で
も
工
夫
に
よ
っ
て
部
活

に
も
活
力
が
引
き
出
さ
れ
て
い

る
と
の
見
方
を
示
し
ま
し
た
。

　

来
賓
挨
拶
の
次
に
は
佐
藤
忠

男
顧
問
（
新
12
）
の
音
頭
で
乾

杯
し
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
は
近
況

や
在
学
中
の
思
い
出
を
語
り
合

う
光
景
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
会

場
は
一
気
に
活
気
あ
る
雰
囲
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

歓
談
の
合
間
に
は
最
年
長
の

参
加
者
で
あ
る
鎌
田
耕
一
郎
さ

ん
（
新
8
）、
学
校
へ
の
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
寄
贈
を
紹
介
す
る
た

め
盛
岡
か
ら
駆
け
つ
け
た
赤
澤

征
夫
さ
ん
（
新
9
、
石
桜
同
窓

会
参
与
）、
声
楽
家
の
瀬
川
武

さ
ん
（
新
12
）、
映
像
ク
リ
エ

イ
タ
ー
の
瀬
川
徹
夫
さ
ん
（
新

14
）、
笠
原
一
臣
さ
ん（
新
16
）、

テ
レ
ビ
東
京
社
員
の
佐
藤
祐
紀

さ
ん
（
新
46
）
ら
が
次
々
と
ス

テ
ー
ジ
に
立
ち
、
会
場
を
思
わ

ず
シ
ー
ン
と
さ
せ
る
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
が
興
味
深
い
話
を
披
露

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

目
立
つ
の
は
卒
業
年
次
が
古

い
同
窓
会
員
の
年
齢
を
感
じ
さ

せ
な
い
元
気
さ
で
す
。
瀬
川
武

さ
ん
は
マ
イ
ク
を
使
わ
ず
に
イ

タ
リ
ア
民
謡
の
「
サ
ン
タ
ル
チ

支
部
だ
よ
り

な
ど
に
も
言
及
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
こ
の
1
年
の
間
に
逝

去
が
判
明
し
た
物
故
者
へ
の
黙

祷
を
捧
げ
た
の
ち
、
上
野
副
会

長
が
議
長
を
務
め
る
総
会
に
移

り
、
予
算
案
な
ど
を
は
じ
め
と

し
た
各
事
項
が
全
会
一
致
で
承

認
さ
れ
、
総
会
も
滞
り
な
く
終

了
し
ま
し
た
。
続
く
懇
親
会
で

は
冒
頭
、
前
関
邦
明
会
長
（
新

23
）
が
本
同
窓
会
の
名
誉
会
長

で
、
岩
手
奨
学
会
の
理
事
長
で

も
あ
る
三
田
義
之
氏
の
挨
拶
文

を
代
読
。
併
せ
て
会
長
挨
拶
で

は
同
窓
会
の
活
性
化
に
向
け
会

員
が
一
体
と
な
る
必
要
性
な
ど

を
強
調
し
、
引
き
続
い
て
の
協

力
を
求
め
ま
し
た
。

　

来
賓
挨
拶
で
は
最
初
に
本
部

同
窓
会
の
バ
ト
ン
を
今
年
か
ら

引
き
継
い
だ
久
慈
竜
也
・
石
桜

同
窓
会
会
長
（
新
30
）
が
登
壇

■
令
和
5
年
度　
石
桜
同
窓
会

入
会
式
を
挙
行

　

石
桜
同
窓
会
入
会
式
を
令
和

7
年
2
月
28
日
に
母
校
体
育
館

で
挙
行
し
ま
し
た
。

　

同
窓
会
よ
り
村
井
会
長
以
下

三
役
出
席
、
学
校
は
新
田
校
長

先
生
と
新
入
会
者
1
0
3
名
と

関
係
教
師
数
名
出
席
。

　

入
会
式
は
中
山
同
窓
会
事
務

局
長
の
開
会
の
こ
と
ば
に
続
き

新
田
学
校
長
の
挨
拶
、
新
田
校

長
よ
り
出
席
者
の
紹
介
が
あ

り
、
村
井
同
窓
会
長
よ
り
入
会

歓
迎
の
挨
拶
が
あ
り
、
赤
澤
常

任
理
事
よ
り
同
窓
会
の
概
要
説

明
を
し
、
入
会
者
全
員
に
記
念

品
（
同
窓
会
会
員
名
簿
、
記
念

ボ
ー
ル
ペ
ン
）
を
村
井
会
長
よ

り
贈
呈
を
し
ま
し
た
。
続
い
て

新
77
回
生
学
年
理
事
紹
介
、
新

入
会
者
代
表
よ
り
入
会
の
挨
拶

が
あ
り
、
中
山
事
務
局
長
の
閉

会
の
こ
と
ば
で
終
了
し
ま
し
た
。

■
紫
波
支
部
石
桜
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た

　

令
和
７
年
６
月
５
日
（
木
）

午
後
６
時
か
ら
、
や
ま
な
か
家

紫
波
店
に
お
い
て
、
石
桜
同
窓

会
紫
波
支
部
の
同
窓
会
が
、
石

桜
同
窓
会
紫
波
支
部
の
佐
藤
克

己
会
長
（
新
２
回
生
）
を
は
じ

め
と
し
て
、
吉
田
行
秀
君
（
新

６９
回
生
）
ま
で
の
幅
広
い
年
齢

層
の
２４
名
が
参
加
し
て
、
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

あ
っ
た
。
報
告
後
令
和
7
年
度

事
業
計
画
等
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ

た
。
つ
づ
い
て
、
会
長
、
監
事

の
選
挙
が
行
わ
れ
、
赤
坂
俊
彦

会
長
お
よ
び
、
亀
田
幸
宏
、
青

木
修
治
両
監
事
の
新
任
が
承
認

さ
れ
、
上
原 

豊
副
会
長
の
閉

会
の
辞
に
て
総
会
を
終
了
し

た
。
総
会
の
後
に
、
新
33
回
生

の
大
平
明
範
先
生
の
講
演
「
歯

科
医
師
が
知
る
べ
き
心
身
・
精

神
医
学
」、
つ
づ
い
て
前
岩
手

医
科
大
学
歯
学
部
歯
科
保
存
学

講
座
准
教
授
・
歯
科
医
学
教
育

学
分
野
准
教
授
兼
務
の
工
藤
義

之
先
生
の
講
演
「
陥
入
歯
（
歯

内
歯
）
に
つ
い
て
」
を
拝
聴
し

た
。

　

講
演
会
終
了
後
に
恒
例
の
記

念
集
合
写
真
撮
影
を
行
い
、
そ

の
後
、
熊
谷
哲
也
幹
事
の
司
会

の
も
と
懇
親
会
に
入
り
、
赤
坂

俊
彦
新
会
長
挨
拶
、
新
田
亮
一

岩
手
中
学
・
高
等
学
校
長
の
来

賓
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
の
ち
、

米
内
正
会
員
の
瑞
宝
双
光
章
受

賞
の
お
祝
い
と
本
人
よ
り
の
挨

拶
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
山
田
康
平
顧
問
の
乾

杯
で
祝
賀
会
に
入
っ
た
。
恒
例

の
会
員
の
挨
拶
、
近
況
報
告
が

楽
し
く
行
わ
れ
、
田
中
崇
一
幹

事
の
音
頭
で
岩
手
高
校
の
校
歌

と
ラ
グ
ビ
ー
応
援
歌
を
全
員
で

声
高
ら
か
に
斉
唱
し
た
。
最
後

に
青
木
修
治
監
事
の
中
締
め
の

挨
拶
で
祝
賀
会
を
閉
め
た
。

　

そ
の
後
、
小
山
田 

晃
幹
事

の
計
ら
い
で
デ
ィ
エ
ス
オ
ー

チ
ョ
に
て
２
次
会
が
行
わ
れ
、

深
夜
ま
で
歓
談
し
、
石
桜
同
窓

な
ら
で
は
の
絆
を
深
め
る
ひ
と

時
を
過
ご
し
た
。

　
　
　
　
（
文
責　

亀
田
幸
宏
）

　

横
澤
大
造
先
輩（
新
１３
回
生
）

か
ら
日
本
酒
、
竹
原
純
悦
先
輩

か
ら
ワ
イ
ン
の
寄
贈
が
あ
り
、

瞬
く
間
に
打
ち
解
け
た
交
流
の

場
と
な
り
、
発
起
人
の
富
岡
靖

博
君
（
新
３７
回
生
）、
世
話
人

の
金
子
眞
也
君
（
新
３７
回
生
）

の
見
事
な
会
場
捌
き
に
よ
り
、

気
心
の
知
れ
た
年
代
の
歓
談
が

始
ま
り
、
ま
た
、
思
い
が
け
な

い
程
の
身
近
に
住
ん
で
い
た
先

輩
・
後
輩
の
存
在
に
気
付
き
、

あ
た
か
も
、
同
時
期
に
同
じ
校

舎
で
あ
っ
た
よ
う
な
会
話
が
飛

び
交
い
ま
し
た
。

　

打
ち
解
け
た
交
流
の
後
、
山

崎
稲
造
君
（
新
２７
回
生
）
の
歴

史
物
書
籍
の
出
版
や
、
松
村
光

君
（
新
６６
回
生
）
の
東
北
囲
碁

名
人
戦
３
連
覇
を
応
援
す
る
べ

く
、
長
谷
川
良
久（
新
２０
回
生
）

の
発
声
に
よ
り
、
青
山
潤
也
君

（
新
２５
回
生
）
の
手
合
わ
せ
を

借
り
て
校
歌
斉
唱
を
し
、
次
年

度
に
は
、
互
い
に
仲
間
を
誘
い

合
い
、
参
加
人
数
を
４０
名
に
し

よ
う
と
誓
い
、
散
会
し
た
。

　

会
の
司
会
は
熊
谷
憲
治
君
が

担
当
し
、
最
初
に
同
期
生
、
恩

師
の
物
故
者
に
黙
祷
を
捧
げ
ま

し
た
。

　

今
回
の
祭
事
は
伝
統
芸
能
の

「
佐
比
内
金
山
の
太
鼓
演
奏
」

企
画
し
、
演
者
で
同
期
生
の
竹

原
純
悦
氏
を
紹
介
し
、
続
け
て

太
鼓
演
奏
を
堪
能
し
ま
し
た
。

記
念
写
真
撮
影
し
竹
原
純
悦
氏

の
乾
杯
の
音
頭
で
懇
親
会
に
は

い
り
、
夫
々
の
近
況
報
告
交
換

会
に
入
り
学
生
時
代
の
部
活
の

思
い
出
話
や
ら
最
近
で
は
病

気
、
薬
の
話
な
ど
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
、
と
て
も
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
中
締
め

は
照
井
武
彦
君
の
音
頭
で
締

め
、
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
楽

し
か
っ
た
同
期
会
を
熊
谷
憲
治

一
（
通
称
タ
イ
ホ
ウ
）
が
幹
事

と
な
り
、
石
桜
同
窓
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
令
和
7
年
1
月
21
日

付
け
で
開
催
の
お
知
ら
せ
を
掲

載
、
23
回
生
全
体
で
は
卒
業
時

4
ク
ラ
ス
1
7
0
名
い
る
の
で

す
が
、
連
絡
先
不
明
者
を
除
い

て
連
絡
可
能
な
同
級
生
に
声
が

け
を
し
て
、
２５
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
同
窓
会
本
部
よ
り
来
賓

と
し
て
村
井
会
長
（
新
１８
）、

赤
澤
常
任
理
事
（
新
９
）
に
参

加
い
た
だ
き
総
勢
２７
名
で
、
久

し
ぶ
り
の
再
会
に
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
会
議
の

は
じ
め
に
記
念
の
集
合
写
真
撮

影
を
行
い
、
続
い
て
佐
々
木
俊

一
の
司
会
進
行
で
会
の
始
ま
り

と
な
り
ま
し
た
。
先
ず
発
起
人

で
も
あ
る
藤
原
一
郎
が
開
会
に

あ
た
り
、
出
席
者
全
員
の
紹
介

を
し
、
続
け
て
恩
師
は
じ
め
同

期
の
物
故
者
へ
黙
祷
で
哀
悼
の

意
を
捧
げ
ま
し
た
。
次
に
発
起

人
を
代
表
し
て
前
関
邦
明
が
挨

拶
し
、
７０
歳
代
に
な
っ
て
も
中

学
・
高
校
時
代
の
思
い
出
は
い

つ
ま
で
も
心
に
残
る
も
の
で
、

健
康
に
留
意
し
て
こ
れ
か
ら
も

こ
の
会
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ

う
と
述
べ
た
。
来
賓
の
挨
拶
で

は
村
井
会
長
よ
り
、
同
窓
会
創

立
９０
周
年
事
業
で
の
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
の
寄
付
や
、
同
期
会
開
催

の
励
行
、
本
日
の
高
校
入
学
式

の
報
告
、
会
員
名
簿
の
当
会
幹

事
へ
の
贈
呈
な
ど
あ
り
ま
し
た
。

　

赤
澤
常
任
理
事
よ
り
は
同
窓

会
広
報
・
総
務
担
当
の
立
場
か

ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Q
R
コ
ー

ド
を
活
用
し
携
帯
電
話
で
の
視

聴
可
能
な
こ
と
や
、
同
窓
会
報

制
作
、
発
刊
の
裏
話
な
ど
の
説

明
あ
り
ま
し
た
。

く
ん
の
閉
会
の
辞
で
終
了
し
ま

し
た
。

新入会者代表より入会のあいさつ入会式会場

校歌斉唱

2 台目マイクロバス

金山太鼓を堪能
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に
移
動
し
て
同
期
会
懇
親
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
九
桜
会
会
長

挨
拶
に
続
き
、
恩
師
元
岩
高
校

長
の
池
口
杜
孝
先
生
と
足
澤
禮

子
先
生
よ
り
祝
辞
を
頂
戴
し
ま

し
た
。
続
け
て
横
浜
在
住
の
ビ

ク
タ
ー
専
属
歌
手
の
高
橋
明
君

（
芸
名
高
橋
鴻
明
）
詩
吟
「
長

寿
を
祝
う
」
で
花
を
添
え
て
頂

き
、
高
橋
明
君
の
乾
杯
の
音
頭

で
祝
宴
に
入
り
ま
し
た
。

　

執
行
役
員
か
ら
年
齢
的
に
も

こ
こ
ら
へ
ん
で
同
期
会
を
解
散

し
た
ら
と
の
意
向
を
発
言
し
た

と
こ
ろ
、
会
場
か
ら
は
せ
め
て

90
歳
の
「
卒
寿
」
い
や
99
歳
の

「
白
寿
」
ま
で
皆
ん
な
元
気
で

又
盛
大
に
同
期
会
を
開
催
せ
よ

と
酒
の
勢
い
を
か
り
て
発
言
が

多
か
っ
た
。
結
論
と
し
て
は
そ

の
時
点
で
再
考
す
る
で
収
ま
り

ま
し
た
が
、
こ
の
勢
い
で
行
く

と
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
実
現
可

能
か
と
お
も
わ
れ
る
雰
囲
気
で

あ
っ
た
。
近
況
報
告
で
は
相
変

わ
ら
ず
部
活
の
思
い
出
話
、薬
、

病
院
通
い
等
、
健
康
に
関
す
る

話
が
多
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
た

懇
親
会
で
し
た
。

　

今
回
の
同
期
会
に
は
車
椅
子

で
の
参
加
が
2
名
お
り
、
参
加

者
全
員
で
激
励
の
言
葉
を
か

け
、
何
時
に
な
っ
て
も
同
期
生

の
「
絆
」
の
強
さ
に
感
激
し
た

同
期
会
で
あ
っ
た
。
伊
五
澤
君

の
音
頭
で
校
歌
斉
唱
し
、
宇
土

澤
君
の
音
頭
で
三
本
締
め
で
と

て
も
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
同

期
会
を
お
わ
り
、
卒
寿
、
白
寿

ま
て
元
気
で
再
会
を
約
束
し
散

会
し
ま
し
た
。

■
九
桜
会
米
寿
を
祝
う
同

期
会
を
厳
粛
に
開
催
し

ま
し
た

　

九
桜
会
（
岩
手
高
校
昭

和
32
年
卒
新
9
回
生
）
米

寿
を
祝
う
会
を
令
和
7
年

10
月
15
日
午
後
4
時
よ
り

南
部
藩
の
守
り
本
尊
「
桜

山
神
社
」
で
開
催
し
ま
し

た
。
神
殿
で
坂
本
宮
司
が

御
神
前
に
祝
詞
を
奉
上
、

祝
詞
捧
上
の
後
、
真
心
を

込
め
て
九
桜
会
代
表
が
玉

串
捧
げ
、
神
様
の
ご
加
護

と
心
願
の
成
就
を
祈
り
ま

し
た
。

　

神
事
終
了
後
直
ち
に
そ

の
場
で
記
念
写
真
の
撮
影

を
行
い
、
同
神
社
参
集
殿

　

続
い
て
２３
回
生
学
年
理
事
で

も
あ
る
村
上
修
に
よ
る
乾
杯
の

音
頭
で
懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。
近
況
報
告
で
は
報
告
者
が

次
の
人
を
指
名
す
る
こ
と
で
、

全
員
が
登
壇
し
個
性
あ
る
楽
し

い
近
況
報
告
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
参
加
メ
ン
バ
ー
で
県
外
組

は
静
岡
よ
り
鈴
木
善
和
、
千
葉

よ
り
道
下
照
二
、
前
関
邦
明
以

上
３
名
で
東
京
か
ら
三
田
地
成

幸
が
参
加
予
定
で
し
た
が
、
前

日
体
調
不
良
で
残
念
な
が
ら
急

な
欠
席
と
な
っ
た
。
県
内
で
は

野
田
村
の
沢
里
清
公
、
刈
谷
の

佐
々
木
哲
也
、
岩
手
町
の
佐
藤

幸
栄
、
八
幡
平
市
工
藤
隆
一
な

ど
参
加
し
ま
し
た
。
宴
も
た
け

な
わ
の
う
ち
に
、
中
締
め
と
な

り
、
佐
藤
光
栄
、
前
関
邦
明
の

音
頭
で
校
歌
斉
唱
し
、
沢
里
清

公
の
万
歳
三
唱
、
最
後
の
中
締

め
は
学
年
理
事
の
伊
藤
賢
二
が

締
め
て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

尚
、
２３
回
生
の
同
期
会
の
記

録
は
、
石
桜
同
窓
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
４
月
１４
日
付
け
）
に

ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、
動
画
、

座
席
表
、
ス
ナ
ッ
プ
写
真
な
ど

詳
細
に
つ
い
て
い
つ
で
も
検
索

し
て
視
聴
で
き
ま
す
。
ま
た

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
は
「
石
桜
か

い
動
画
」
を
開
き
、
さ
ら
に

“
２３
回
生
同
期
会
”
で
検
索
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
い
つ
で
も
動

画
を
視
聴
で
き
ま
す
。
時
々
懐

か
し
い
思
い
出
と
し
て
参
照
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

以
上
報
告
ま
で
。（文

・
前
関
）
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TEL 019-641-0585（代表）FAX 019-648-1020
［東京支店］
〒162-0845 東京都新宿区市谷本村町 2-11-3F
TEL 03-5206-3500　FAX 03-5206-3503

横
田
英
司
（
新
11
回
生
）
が
私
誌
「
寄
せ
木
（
追
補
編
）」
を
発
刊
さ
れ
た

　

香
川
自
分
誌
同
好
会
の
会
誌
「
さ
ざ
な
み
」
の
創
刊
は
昭
和
62
年
で
、
地
域
同
人
誌
と
し
て
特
異
な
存
在
感
を
も
っ
て
い
た
が
、
平
成
29
年

8
月
の
24
号
を
も
っ
て
休
刊
と
な
っ
て
い
る
。横
田
氏
は
平
成
14
年
2
月
発
行
の
9
号
か
ら
最
終
号
ま
で
、毎
年
1
回
の
投
稿
を
続
け
て
い
た
。

　

何
か
し
ら
記
念
樹
的
し
る
し
を
残
し
た
い
と
の
衝
動
が
あ
り
、
今
回
の
「
寄
せ
木
」
追
補
編
刊
行
に
至
っ
た
と
の
こ
と
。

　
「
寄
せ
木
」
に
は
母
校
岩
手
中
・
高
等
学
校
の
大
先
輩
の
太
宰
治
と
親
交
が
あ
り
無
名
の
詩
人
で
ア
ッ
島
で
玉
砕
し
て
26
歳
の
若
さ
で
こ
の

世
を
去
っ
た
三
田
循
司
（
旧
5
回
生
）」
と
太
宰
治
と
の
関
係
や
昭
和
42
年
処
女
詩
集
「
動
物
哀
歌
」
で
第
8
回
「
晩
翠
賞
」
受
賞
、
詩
壇
の

芥
川
賞
と
も
称
せ
ら
れ
る
第
18
回
「
H
氏
賞
」
を
受
賞
し
た
村
上
昭
夫
（
旧
15
回
生
）
の
こ
と
な
ど
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。

「
石
桜
・
二
人
の
詩
人
」　

　
　

横
田　

英
司
（
新
１１
回
生
）

　

石
桜
の
先
人
に
は
優
れ
た
二
人
の
詩
人
が
い

る
。
ひ
と
り
は
、
若
く
し
て
病
没
し
た
村
上
昭

夫
で
、
い
ま
ひ
と
り
は
、
先
の
大
戦
で
戦
死
し

た
三
田
循
司
で
あ
る
。
母
校
百
周
年
の
佳
節
に

当
た
っ
て
二
人
の
足
跡
に
少
し
ば
か
り
触
れ
て

み
た
い
。

　

村
上
昭
夫
（
旧
１５
回
生
）

　
「
こ
お
ろ
ぎ
忌
」。
村
上
昭
夫
の
忌
辰
（
十
月

十
一
日
）
で
、
こ
れ
を
知
る
ひ
と
は
少
な
い
。

そ
れ
も
そ
の
筈
、平
成
二
十
四
年（
二
〇
一
二
）、

彼
の
生
誕
八
十
五
周
年
に
当
た
っ
て
関
係
者
が

初
め
て
名
付
け
た
所
以
で
あ
る
。
作
品
の
中
に

よ
く
「
コ
オ
ロ
ギ
」
が
登
場
す
る
か
ら
と
聞
く
。

　

こ
の
年
の
生
誕
記
念
事
業
の
中
、
同
年
十
月

十
三
日
に
は
盛
岡
市
の
「
プ
ラ
ザ
お
で
っ
て

ホ
ー
ル
」
に
於
い
て
村
上
昭
夫
の
詩
の
朗
読
会

と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
村
上
昭
夫
を

語
る
」
が
催
さ
れ
た
。
昭
夫
の
実
弟
の
村
上
成

夫
氏
が
、
溝
渕
和
雄
氏
の
ギ
タ
ー
伴
奏
に
よ
り

六
編
の
詩
を
朗
読
。
引
き
続
き
作
家
の
高
橋
克

彦
氏
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
り
四
人
の
詩
人

パ
ネ
リ
ス
ト
が
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。

　

村
上
昭
夫
は
昭
和
二
年
、
岩
手
県
東
磐
井
郡

大
原
町
（
現
一
関
市
）
に
生
ま
れ
、
昭
和
二
十

年
岩
手
中
学
を
卒
業
後
渡
満
。
同
年
の
敗
戦
に

よ
る
過
酷
な
抑
留
体
験
を
嘗
め
る
。
二
十
一
年

の
帰
国
後
は
郵
政
事
務
官
と
な
る
も
結
核
を
発

症
。以
後
長
い
闘
病
生
活
の
傍
ら
詩
作
を
続
け
、

岩
手
日
報
詩
壇
へ
の
投
稿
を
き
っ
か
け
に
村
野

四
郎
と
の
交
流
師
事
が
始
ま
り
、
昭
和
四
十
二

年
処
女
詩
集
「
動
物
哀
歌
」
を
上
梓
。
同
年
十

月
に
第
八
回
「
晩
翠
賞
」
を
受
賞
。
こ
の
時
の

選
評
で
は
「
こ
こ
に
収
録
さ
れ
た
二
百
篇
に
ち

か
い
作
品
に
見
ら
れ
る
人
間
的
悲
哀
の
造
型
は

圧
倒
的
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
深
く
て
透
明
度

の
た
か
い
詩
的
破
壊
力
は
、
今
年
詩
壇
の
収
穫

で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
。
翌
四
十
三
年
三

月
に
は
、
詩
壇
の
芥
川
賞
と
も
称
せ
ら
れ
る
第

十
八
回
「
Ｈ
氏
賞
」
を
受
賞
し
た
が
、
同
年
十

月
十
一
日
逝
去
し
た
（
享
年
四
十
一
歳
）。

　

夭
折
の
詩
人
の
詩
集
は
「
動
物
哀
歌
」
だ
け

だ
が
、
彼
が
師
事
し
た
村
野
四
郎
は
「
啄
木
よ

り
も
賢
治
よ
り
、
も
っ
と
心
霊
的
で
、
し
か
も

造
形
的
な
文
学
を
村
上
昭
夫
に
見
る
」
と
評
し

て
い
る
。
結
核
と
い
う
当
時
の
難
病
と
闘
い
つ

つ
も
、
純
粋
な
感
性
を
研
ぎ
澄
ま
せ
て
、
詩
作

に
取
り
組
ん
だ
そ
の
結
実
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
盛
岡
市
立
図
書
館
の
前
庭
に
は
、
昭
夫

の
二
百
近
い
「
動
物
哀
歌
」
の
詩
篇
か
ら
撰
ば

れ
た
「
私
を
う
ら
ぎ
る
な
」
の
詩
碑
が
あ
る
。

私
を
う
ら
ぎ
る
な

夜
を
見
は
っ
て
い
る
つ
な
が
れ
た
犬
た
ち

私
に
向
っ
て
吠
え
る
な

私
が
誰
な
の
か
を
知
っ
た
な
ら

吠
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
に

お
び
え
る
風
の
な
か
の
雀
た
ち

私
の
行
先
か
ら
舞
い
立
つ
な

私
が
何
を
聞
き
た
い
の
か
を
知
っ
た
な
ら

舞
い
立
つ
必
要
は
あ
る
ま
い
に

地
か
ら
は
い
出
た
痛
ま
し
い
虫
た
ち

暗
い
穴
の
な
か
に
隠
れ
て
ゆ
く
な

私
が
何
を
捜
し
て
い
る
の
を
知
っ
た
な
ら

隠
れ
る
必
要
は
あ
る
ま
い
に

冷
め
た
い
水
の
な
か
の
魚
た
ち

私
の
足
音
が
近
づ
く
か
ら
と
言
っ
て

わ
び
し
く
散
り
去
っ
て
は
ゆ
く
な

私
が
何
処
へ
行
く
の
か
を
知
っ
た
な
ら

散
り
さ
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
に

私
は
そ
れ
を
聞
き
に
ゆ
く
の
だ

私
は
そ
れ
を
捜
し
て
い
る
の
だ

私
は
其
処
へ
行
こ
う
と
す
る
の
だ
か
ら

　
　
ど
う
か
私
を
う
ら
ぎ
る
な

　

詩
人
の
足
跡
を
追
う
に
つ
れ
、
彼
の
祥
月
命

日
が
は
か
ら
ず
も
筆
者
の
誕
生
日
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
猶
の
こ
と
哀
惜
の
念
を
深
く
す
る
。

同
窓
先
人
の
心
情
に
思
い
を
致
し
、
七
言
絶
句

の
起
承
転
結
各
句
に
「
村
・
上
・
昭
・
夫
」
の

御
名
一
字
を
折
り
込
ん
だ
蕪
詩
一
首
を
献
じ
て

氏
を
偲
び
た
い
。

　
　
動
　
物
　
哀
　
歌
　
　
　
　

　
駐
　
杖
　
村
　
蹊
　
忘
　
病
　
軀

　
騒
　
人
　
心
　
上
　
湧
　
清
　
娯

　
昭
　
乎
　
遐
　
想
　
沸
　
沸
　
起

　
動
　
物
　
哀
　
歌
　
醒
　
衆
　
夫

　
　
平
声
虞
韻

　
村
蹊
に
杖
を
駐
め
れ
ば
、
病
躯
を
忘
れ

　
騒
人
の
心
上
に
、
清
娯
湧
く

　
昭
乎
た
る
遐
か
な
想
い
　
沸
々
と
起
き

　
動
物
哀
歌
　
衆
夫
を
醒
ま
さ
ん

　
　
平
成
癸
巳
　
季
冬
　
横
田
英
司
賦

　
三
田
循
司
（
旧
５
回
生
）

　

〽
刃
も
凍
る
北
海
の　

御
楯
と
立
ち
て　

二

千
余
士

　

外
科
医
の
S
・
T
先
生
十
八
番
「
ア
ッ
ツ
島

血
戦
勇
士
顕
彰
国
民
歌
」
の
歌
い
出
だ
し
で
あ

る
。
国
民
学
校
三
、四
年
生
の
頃
よ
く
歌
っ
た

も
の
だ
と
、
先
生
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

　

昭
和
十
八
年
五
月
、
米
国
領
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ

ン
列
島
ア
ッ
ツ
、
キ
ス
カ
両
島
に
侵
出
し
て
い

た
日
本
軍
は
圧
倒
的
兵
力
と
物
量
を
誇
る
米
軍

の
反
攻
を
受
け
、
ア
ッ
ツ
島
守
備
隊
は
同
月
二

十
九
日
、
指
揮
官
の
山
崎
保
代
大
佐
以
下
二
千

六
百
余
の
戦
死
を
も
っ
て
玉
砕
。
こ
の
ア
ッ
ツ

島
戦
死
者
の
一
人
に
三
田
循
司
が
い
る
。
三
田

は
大
正
六
年
岩
手
県
稗
貫
郡
花
巻
町
（
現
花
巻

市
）
に
生
ま
れ
、
旧
制
岩
手
中
学
か
ら
旧
制
第

二
高
等
学
校
、
さ
ら
に
東
京
帝
国
大
学
文
学
部

へ
進
学
し
た
。
大
戦
突
入
の
昭
和
十
六
年
十
二

月
、
繰
上
げ
卒
業
。
翌
年
の
二
月
応
召
、
盛
岡

の
歩
兵
第
百
五
連
隊
に
入
隊
す
る
。

　

二
高
時
代
に
は
戸
石
泰
一
等
と
「
芥
」
を
発

行
し
、
ま
た
同
校
尚
志
会
雑
誌
「
尚
志
」
に
投

稿
す
る
な
ど
詩
文
の
才
を
磨
い
て
い
る
。
大
学

期
に
は
戸
石
と
共
に
先
輩
の
太
宰
治
を
し
ば
し

ば
訪
ね
、
ま
た
太
宰
の
紹
介
に
よ
り
山
岸
外
史

の
知
遇
を
得
て
、
文
学
的
交
流
を
は
か
っ
た
。

　

平
成
二
十
一
年
は
太
宰
治
の
生
誕
百
年
に
当

り
、
各
地
で
記
念
行
事
が
行
わ
れ
た
。
北
上
市

に
あ
る
「
日
本
現
代
詩
歌
文
学
館
」
で
も
「
太

宰
治
生
誕
１００


年
三
田
循
司
資
料
特
別
公
開

記
念
展
」
が
開
か
れ
た
。
こ
の
展
示
会
に
先
立

つ
六
月
中
旬
、
同
窓
生
で
あ
る
三
田
に
関
す
る

別
件
の
取
材
を
し
て
い
た
赤
澤
征
夫
氏
（
新
９

回
）が
、
偶
然
に
も
三
田
の
親
族
を
捜
し
当
て
、

こ
れ
に
よ
っ
て
未
公
開
の
資
料
が
多
数
発
掘
さ

れ
る
。
そ
の
資
料
の
中
に
は
太
宰
か
ら
三
田
へ

宛
て
た
葉
書
五
通
と
彼
の
実
弟
悊
へ
の
一
通
も

あ
る
。
太
宰
は
三
田
の
戦
死
を
惜
し
み
、
著
作

に
「
三
田
循
司
」
の
実
名
で
登
場
さ
せ
て
い
る
。

　
　

御
元
気
で
す
か
。

　
　

遠
い
空
か
ら
御
伺
い
し
ま
す
。

　
　

無
事
、
任
地
に
着
き
ま
し
た
。

　
　

大
い
な
る
文
學
の
た
め
に
、

　
　

死
ん
で
下
さ
い
。

　
　

自
分
も
死
に
ま
す
、

　
　

こ
の
戰
争
の
た
め
に
。

　
　
　
　
　
（
三
田
か
ら
太
宰
宛
の
書
簡
）

　
「
散
華
」
に
は
こ
の
フ
レ
ー
ズ
が
三
度
も
出

て
く
る
。
さ
ら
に
太
宰
は
、「
私
に
『
死
ん
で

下
さ
い
』
と
た
め
ら
わ
ず
自
然
に
言
っ
て
く
れ

た
の
は
、
三
田
君
ひ
と
り
で
あ
る
。
な
か
な
か

言
え
な
い
言
葉
で
あ
る
。
こ
ん
な
に
自
然
な
調

子
で
、
そ
れ
を
い
へ
る
と
は
、
三
田
君
も
つ
い

に
一
流
の
詩
人
の
資
格
を
得
た
と
思
っ
た
。」

（
太
宰
治
著
「
散
華
」
旺
文
社
刊
よ
り
）

　

戦
後
、
評
論
家
山
岸
外
史
、
作
家
太
宰
治
、

弟
三
田
悊
ら
に
よ
っ
て
三
田
循
司
遺
稿
集
「
北

極
星
」
の
発
刊
が
企
画
さ
れ
た
が
、
今
日
ま
で

実
現
さ
れ
ず
に
到
っ
て
い
る
。
だ
が
、
三
田
循

司
没
後
十
七
回
忌
の
昭
和
三
十
四
年
、
花
巻
の

広
隆
寺
に
山
岸
外
史
揮
毫
の
石
碑
が
建
て
ら
れ

た
。
碑
銘
に
は
三
田
の
詩
「
北
極
星
」
が
刻
ま

れ
て
い
る
。

　

出
陣
の
夜
で
あ
る

　

雪
ま
じ
り
の
風
は

　

く
ろ
い
三
本
煙
突
に

　

う
な
つ
て
ゐ
る

　

星
は
消
え
た

　

太
宰
治
生
誕
百
年
記
念
の
時
に
、
期
を
同
じ

う
し
て
現
れ
た
三
田
の
遺
品
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

数
々
。
前
出
の
赤
澤
氏
も
そ
の
奇
縁
に
お
ど
ろ

く
。

　

青
春
の
一
時
期
、
一
瞬
の
光
芒
を
放
ち
な
が

ら
消
え
入
っ
た
無
名
の
詩
人
「
三
田
循
司
」。

も
し
も
彼
が
命
数
を
長
ら
え
た
な
ら
ば
の
仮
構

は
、
大
方
の
思
い
で
あ
っ
て
も
、
も
は
や
叶
わ

ぬ
夢
で
あ
る
。



（5）　 令和7年11月21日　（金曜日） 第 50号石 桜 同 窓 会 報

令和 7年度石桜同窓会予算（案）
（2025 年 6 月 1 日〜 2026 年 5 月 31 日）

令和 6年度石桜同窓会決算報告書
（2024 年 6 月 1 日〜 2025 年 5 月 31 日）

Ⅰ　一般会計
【収入の部】� 単位：円

予　算　科　目 決　算　額 令和6年度予算額 差引（増△減） 備　　　　　考
前年度繰越金 1,581,245 1,581,245 0

前年度繰越金 1,581,245 1,581,245 0
会費 3,103,382 2,836,000 267,382

入会金 515,000 515,000 0 卒業時に納入：5,000 円×103 名
終身会費 721,000 721,000 0 卒業時に納入：7,000 円×103 名
賛助会費 1,200,382 1,000,000 200,382 229 名　1 団体
総会会費 435,000 350,000 85,000 5,000 円× 87 枚
諸会議会費 232,000 250,000 △ 18,000 常任理事会、理事会　等

広告料 435,000 525,000 △ 90,000
ホームページ広告料 380,000 500,000 △ 120,000
同窓会報広告料 55,000 25,000 30,000 令和 5 年度分含む

寄付金 0 10,000 △ 10,000
寄付金 0 10,000 △ 10,000

雑収入 75,364 7,755 67,609
雑収入 75,364 7,755 67,609 総会お祝い　預金利息

合計 5,194,991 4,960,000 234,991

【支出の部】�
予　算　科　目 決　算　額 令和6年度予算額 差引（増△減） 備　　　　　考

会議費 1,689,968 1,130,000 559,968
総会費 1,049,693 600,000 449,693 会場費　総会資料作成費
諸会議費 640,275 530,000 110,275 常任理事会、理事会　等

事業費 2,083,305 2,200,000 △ 116,695
同窓会報発行費 637,780 700,000 △ 62,220 会報印刷代　等
同窓会名簿作成費 100,000 100,000 0 積立金として特別会計へ操出
ホームページ運営費 640,000 500,000 140,000 ビデオカメラ代
生徒会補助金 250,000 250,000 0 学校生徒会への補助
クラブ活動強化育成費 400,000 400,000 0 クラブ強化育成基金へ操出
周年事業積立金 0 200,000 △ 200,000 特別会計へ操出
その他事業費 55,525 50,000 5,525 入会式資料　ゴルフ大会　写真代　等

事務費 700,909 825,000 △ 124,091
通信運搬費 669,859 800,000 △ 130,141 郵便料、送料　等
消耗品費 0 3,000 △ 3,000
印刷製本費 26,430 10,000 16,430 振込用紙印刷　コピー
役務費 4,620 10,000 △ 5,380 振込手数料
その他事務費 0 2,000 △ 2,000 上記以外の事務経費

管理経費 279,808 200,000 79,808
事務手当 50,000 50,000 0 事務局職員手当
役員活動費 229,808 150,000 79,808 旅費　日当

雑費 365,500 410,000 △ 44,500
慶弔費 50,000 140,000 △ 90,000 お祝い
雑費 315,500 270,000 45,500 各種広告

予備費 0 195,000 △ 195,000
予備費 0 195,000 △ 195,000

合計 5,119,490 4,960,000 159,490
収支 75,501 円

Ⅱ　特別会計
【収入の部】� 単位：円

予　算　科　目 決　算　額 令和6年度予算額 差引（増△減） 備　　　　　考
前年度繰越金 267,220 267,220 0

前年度繰越金 267,220 267,220 0
繰入金 3,640,185 3,570,013 △ 200,000

一般会計より繰入金 100,000 300,000 △ 200,000 名簿作成費積立金（累計10万円）、周年事業費（累計－）
90 周年特別会計より繰入金 3,540,185 3,570,013 △ 29,828

広告料 0 0 0
同窓会名簿広告料 0 0 0

諸収入 3,277,622 102,767 3,174,855
同窓会名簿等売上収入 276,398 100,000 176,398 同窓会名簿（1冊）、90周年記念誌（56冊）売上収入
雑収入 3,001,224 2,767 2,998,457 寄付金 300 万円、預金利息　等
合計 7,185,027 3,940,000 3,245,027

【支出の部】�
予　算　科　目 決　算　額 令和6年度予算額 差引（増△減） 備　　　　　考

名簿作成費 52,580 60,000 △ 7,420
印刷製本費 52,580 60,000 △ 7,420 新卒業生名簿印刷代

事業費 0 0 0
周年事業費 0 0 0

事務費 0 32,000 △ 32,000
通信運搬費 0 30,000 △ 30,000
その他事務費 0 2,000 △ 2,000

一時借入返還金 0 0 0
一時借入返還金 0 0 0

予備費 0 3,848,000 △ 3,848,000
予備費 0 3,848,000 △ 3,848,000
合計 52,580 3,940,000 △ 3,887,420

収支 7,132,447 円

Ⅲ　クラブ強化育成基金
【収入の部】� 単位：円

予　算　科　目 決　算　額 令和6年度予算額 差引（増△減） 備　　　　　考
前年度繰越金 2,571,054 2,571,054 0

前年度繰越金 2,571,054 2,571,054 0
繰入金 400,000 400,000 0

一般会計より繰入金 400,000 400,000 0 クラブ強化育成費
雑収入 864 8,946 △ 8,082

雑収入 864 8,946 △ 8,082 預金利息　等
一時貸付償還金 0 0 0

一時貸付償還金 0 0 0

合計 2,971,918 2,980,000 △ 8,082

【支出の部】
予　算　科　目 決　算　額 令和6年度予算額 差引（増△減） 備　　　　　考

事業費 498,584 800,000 △ 301,416
教育後援会補助金 200,000 200,000 0 県外大会遠征補助　等
部活動褒賞費 298,584 600,000 △ 301,416 褒賞金、図書カード、賞状

一時貸付金 0 0 0
一時貸付金 0 0 0

予備費 0 2,180,000 △ 2,180,000
予備費 0 2,180,000 △ 2,180,000
合計 498,584 2,980,000 △ 2,481,416

収支 2,473,334 円

Ⅰ　一般会計
【収入の部】� 単位：円

予　算　科　目 本年度予算額 前年度決算額 差引（増△減） 備　　　　　考
前年度繰越金 75,501 1,581,245 △ 1,505,744

前年度繰越金 75,501 1,581,245 △ 1,505,744
会費 3,764,000 3,103,382 660,618

入会金 485,000 515,000 △ 30,000 卒業時に納入：5,000 円× 97 名
終身会費 679,000 721,000 △ 42,000 卒業時に納入：7,000 円× 97 名
賛助会費 2,000,000 1,200,382 799,618
総会会費 450,000 435,000 15,000 5,000 円× 90 枚
諸会議会費 150,000 232,000 △ 82,000 理事会費、常任理事会費　等

広告料 495,000 435,000 60,000
ホームページ広告料 470,000 380,000 90,000
同窓会報広告料 25,000 55,000 △ 30,000

寄付金 10,000 0 10,000
寄付金 10,000 0 10,000

雑収入 30,499 75,364 △ 44,865
雑収入 30,499 75,364 △ 44,865 お祝い、預金利息

合計 4,375,000 5,194,991 △ 819,991

【支出の部】�
予　算　科　目 本年度予算額 前年度決算額 差引（増△減） 備　　　　　考

会議費 1,230,000 1,689,968 △ 459,968
総会費 900,000 1,049,693 △ 149,693 会場費、総会資料作成費
諸会議費 330,000 640,275 △ 310,275 理事会、常任理事会、総会プロジェクト

事業費 2,150,000 2,083,305 66,695
同窓会報発行費 650,000 637,780 12,220 会報印刷代　等
同窓会名簿作成費 100,000 100,000 0 積立金として特別会計へ操出
ホームページ運営費 500,000 640,000 △ 140,000
生徒会補助金 250,000 250,000 0 学校生徒会への補助
クラブ活動強化育成費 400,000 400,000 0 クラブ強化育成基金へ操出
周年事業積立金 200,000 0 200,000 特別会計へ操出
その他事業費 50,000 55,525 △ 5,525 入会式資料印刷代　等

事務費 534,000 700,909 △ 166,909
通信運搬費 500,000 669,859 △ 169,859 郵便料、送料　等
消耗品費 3,000 0 3,000 文具、用紙　等
印刷製本費 24,000 26,430 △ 2,430 振込用紙印刷、コピー代　等
役務費 5,000 4,620 380 振込手数料
その他事務費 2,000 0 2,000 上記以外の事務経費

管理経費 150,000 279,808 △ 129,808
事務手当 50,000 50,000 0 事務局職員手当
役員活動費 100,000 229,808 △ 129,808 活動旅費、ガソリン代、宿泊、日当（校歌・東京石桜）

雑費 230,000 365,500 △ 135,500
慶弔費 30,000 50,000 △ 20,000 各支部お祝い、弔電、香典　等
雑費 200,000 315,500 △ 115,500 各種広告　等

予備費 81,000 0 81,000
予備費 81,000 0 81,000

合計 4,375,000 5,119,490 △ 744,490

Ⅱ　特別会計
【収入の部】� 単位：円

予　算　科　目 本年度予算額 前年度決算額 差引（増△減） 備　　　　　考
前年度繰越金 7,132,447 267,220 6,865,227

前年度繰越金 7,132,447 267,220 6,865,227
繰入金 300,000 3,640,185 △ 3,540,185

一般会計より繰入金 300,000 100,000 200,000 名簿作成費積立金（累計10万円）、周年事業費（累計20万円）
90 周年特別会計より繰入金 0 3,540,185 △ 3,540,185

広告料 0 0 0
同窓会名簿広告料 0 0 0

諸収入 2,107,553 3,277,622 △ 1,170,069
同窓会名簿等売上収入 100,000 276,398 △ 176,398 同窓会名簿売上収入、90 周年記念誌売上収入
雑収入 2,007,553 3,001,224 △ 993,671 寄付金　預金利息　等
合計 9,540,000 7,185,027 2,354,973

【支出の部】�
予　算　科　目 本年度予算額 前年度決算額 差引（増△減） 備　　　　　考

名簿作成費 60,000 52,580 7,420
印刷製本費 60,000 52,580 7,420 名簿作成費、新卒業生名簿印刷代

事業費 7,770,000 0 7,760,000
周年事業費 10,000 0 10,000
車両購入費 7,760,000 0 7,760,000 マイクロバス 1 台（90 周年記念事業関連）

事務費 32,000 0 32,000
通信運搬費 30,000 0 30,000 名簿等郵送費、名簿確認はがき
その他事務費 2,000 0 2,000 郵便振込手数料、封筒、消耗品　等

一時借入返還金 0 0 0
一時借入返還金 0 0 0

予備費 1,678,000 0 1,678,000
予備費 1,678,000 0 1,678,000
合計 9,540,000 52,580 9,487,420

Ⅲ　クラブ強化育成基金
【収入の部】� 単位：円

予　算　科　目 本年度予算額 前年度決算額 差引（増△減） 備　　　　　考
前年度繰越金 2,473,334 2,571,054 △ 97,720

前年度繰越金 2,473,334 2,571,054 △ 97,720
繰入金 400,000 400,000 0

一般会計より繰入金 400,000 400,000 0 クラブ強化育成費
雑収入 1,666 864 802

雑収入 1,666 864 802 預金利息　等
一時貸付償還金 0 0 0

一時貸付償還金 0 0 0
合計 2,875,000 2,971,918 △ 96,918

【支出の部】
予　算　科　目 本年度予算額 前年度決算額 差引（増△減） 備　　　　　考

事業費 500,000 498,584 1,416
教育後援会補助金 200,000 200,000 0 県外大会遠征補助　等
部活動褒賞費 300,000 298,584 1,416 褒賞金、図書カード、賞状

一時貸付金 0 0 0
一時貸付金 0 0 0

予備費 2,375,000 0 2,375,000
予備費 2,375,000 0 2,375,000
合計 2,875,000 498,584 2,376,416
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令和7年度　クラブ活動成績
〈文化部〉

将　　棋
〈高校の部〉
●第47回岩手県高等学校将棋大会

男子個人戦　優勝　吉田　寛太　全国大会出場
　　　　　　3位　柾谷　　彗　　4位　椚田　智貴

男子団体戦　岩手高（中塚　祐樹、梅内　悠登、鎌田　睦生）優勝 全国大会出場
〈中学の部〉
●第50回全国中学生将棋名人戦北東北予選
　準優勝　猪股莉怜宙　全国大会出場
●第46回全国中学生選抜将棋選手権岩手県予選
　優　勝　猪股莉怜宙　全国大会出場　　準優勝　平栁　　航
●第21回文部科学大臣杯中学校将棋団体戦岩手県予選
　優勝　岩手中（猪股莉怜宙、平栁　　航、武田　一馬）　 東日本大会出場
●第38回全国高等学校将棋竜王戦岩手県大会

優　勝　鎌田　睦生　全国大会出場
準優勝　梅内　悠登　　第3位　柾谷　　彗　　第4位　佐々木勇英

囲　　碁
〈高校の部〉
●第49回全国高等学校囲碁選手権岩手県大会

男子団体戦　岩手高（吉田　翔瑛、徳田　真人、佐藤　龍輝）　第3位

映画
〈高校の部〉
●第72回NHK杯岩手県高校放送コンテスト 　予選敗退

国際交流
● COI­NEXT岩手県立大学DXを活用した清掃活動に協力（国際交流部＋卓球部）
（盛岡市内河川敷とマチナカのゴミ拾い活動）7/30
兼平　幸一（2D）　小原　颯月（1A）　　千葉　　碧（1C）　百岡　佳範（1C）

●  石桜さんさBOYs 2025盛岡さんさ踊り祭りパレード出場（in 盛岡青年会議所）
8/1, 8/3
・国際交流部［兼平　幸一（2D）　菊池由希登（2Ｂ）
　　　　　　　小原　颯月（1A）　百岡　佳範（1C）］
・有志［柴田　海涼（3Ｂ）　山口　智也（3Ｂ）　上総　佳樹（2Ａ）
　　　　館林　啓仁（2Ｂ）　佐々木蒼平（2Ｄ）　浅沼　　柊（1Ａ）
　　　　佐々木　楽（1Ａ）　岡澤　　翼（1Ｂ）　山本航司郎（1Ｂ）］

自然科学
●第46回モデルロケット全国大会出場
　3D　工藤　綜真　菅原　綾人　櫻庭　樹來　中村　朔也　1D　戸来　　悠
●第47回モデルロケット全国大会出場

3D　工藤　綜真　櫻庭　樹來　中村　朔也　
1A　大林　志問　1D　戸来　　悠

写真
●令和７年度　第16回夏季写真コンテスト　入選
　「今日も一日ご安全に」　3C　荒木　皓聖
●第48回岩手県高等学校総合文化祭写真部門　入選
　「Nostalgic Maker」　2D　坂本　士紋

吹奏楽
●全日本吹奏楽コンクール岩手県大会高等学校小編成の部「金賞」

〈体育部〉

剣道
●第77回盛岡市民スポーツ大会剣道競技

男子個人　奥住　真好（3B）　初戦敗退　佐野峯来空（2A）　初戦敗退
男子団体　予選リーグ敗退

●第77回岩手県高等学校総合体育大会剣道競技
男子個人　奥住　真好（3Ｂ）　初戦敗退　　　上総　佳樹（2Ａ）　初戦敗退
　　　　　佐野峯来空（2Ａ）　二回戦敗退　　舘林　啓仁（2Ｂ）　二回戦敗退
　　　　　髙田　　　 （1Ｃ）　二回戦敗退　　中澤　龍馬（1Ｃ）　初戦敗退
　　　　　福田康太郎（1Ｃ）　初戦敗退　　　近江　武蔵（1Ｄ）　三回戦敗退
男子団体　予選リーグ敗退

サッカー
●第77回岩手県高等学校総合体育大会サッカー競技
　2回戦　●岩手0­4花北青雲

山岳
●岩手県高総体登山競技第２位（東北大会出場）
●東北高等学校登山大会第６位入賞
●国民スポーツ大会岩手県選手選考会スポーツクライミング競技
　岩手高校Ｃチーム　ボルダー　優勝　リード優勝
　岩手高校Ａチーム　ボルダー　第3位

柔道
●令和７年度盛岡市民スポーツ大会　4/26（土）
　60キロ以下級
　　齊田　悠斗（1年）　2回戦敗退　　竹島　幸太（1年）　2回戦敗退
　　觸澤　　駿（1年）　2回戦敗退　　佐藤　陽人（1年）　2回戦敗退
　73キロ以下級
　　中務　陽太（1年）　2回戦敗退　　四役　広京（1年）　2回戦敗退
　無差別級
　　田口総一朗（2年）　1回戦敗退　　鳥居　　和（3年）　準優勝
　　岩澤　怜央（3年）　ベスト8　　　晴山　洋輝（3年）　2回戦敗退
　　立花　　澪（3年）　3位　　　　　若生　真悟（2年）　2回戦敗退
　　山口　泰誠（1年）　ベスト8　　　樋野　賢伸（1年）　2回戦敗退
　　小山田帯心（2年）　ベスト8　　　佐々木　健（2年）　2回戦敗退
　　伊東　楓弐（2年）　2回戦敗退　　中里　知来（1年）　2回戦敗退
　　杉本　　零（3年）　2回戦敗退　　中村　優太（1年）　2回戦敗退
　　佐藤　奏音（1年）　2回戦敗退　　細川　悠真（2年）　2回戦敗退
●第77回岩手県高等学校総合体育大会柔道競技（5/30 ～ 6/1）
　１部男子団体試合
　1回戦　　〇岩手5－0高田　　2回戦　〇岩手5－0花北青雲
　準々決勝　●岩手0－3盛岡中央　　　ベスト8
　１部男子個人試合
　60キロ以下級
　　高橋　彪河（2年）　1回戦敗退　　觸澤　　駿（1年）　1回戦敗退
　　齊田　悠斗（1年）　1回戦敗退　　佐藤　陽人（1年）　2回戦敗退
　　竹島　幸太（1年）　1回戦敗退
　66キロ以下級
　　田口総一朗（2年）　1回戦敗退　　若生　真悟（2年）　2回戦敗退
　　鳥居　　和（3年）　2回戦敗退
　73キロ以下級
　　杉本　　零（3年）　3位（東北大会出場）　　小山田帯心（2年）　ベスト8
　　四役　広京（1年）　ベスト16　　佐々木　健（2年）　1回戦敗退
　　中務　陽太（1年）　1回戦敗退
　81キロ以下級
　　樋野　賢伸（1年）　1回戦敗退　　晴山　洋輝（3年）　1回戦敗退
　90キロ以下級
　　佐藤　奏音（1年）　ベスト16　　岩澤　怜央（3年）　1回戦敗退

　　立花　　澪（3年）　ベスト16　　細川　悠真（2年）　2回戦敗退
　100キロ以下級
　　中村　優太（1年）　1回戦敗退　　中里　知来（1年）　ベスト8
　100キロ超級
　　伊東　楓弐（2年）　1回戦敗退　　山口　泰誠（1年）　1回戦敗退

水泳
●第77回岩手県高等学校総合体育大会水泳競技

大野　祥眞　　50ｍ自由形　38位　　100ｍ背泳ぎ　失格
駒木　蓮央　　50ｍ自由形　14位　　100ｍ背泳ぎ　14位

ソフトテニス
● 第19回東北高校春季ソフトテニス選手権大会＠山形県山形市SPC 2025/4/6
〈団体予選リ－グ〉　岩手高校　　第3位入賞

● 第32回全日本シングルス選手権大会県予選会2025/4/6＠和賀川GP
　長根煌和ベスト8　　全日本シングルへ
●県高校総体地区予選兼市民スポ－ツ大会
〈個人〉　県推薦　　　藤田・古舘
　　　　地区推薦　　長根・関　　菊池・田代
　　　　優　勝　　　佐々木　月（3C）・安東　侑輝（3C）
　　　　第3位　　　佐々木颯空（2C）・下大澤真心馬（3C）
　　　　ベスト8　　菅原　雄士（1C）・佐藤　碧俊（1C）
　　　　ベスト16　　佐々木信憂（2C）・細川　　蓮（2A）
　　　　　　　　　　高田　結平（1C）・下河原　舜（2C）

● 第35回岩手県ジュニア選抜ソフトテニス選手権大会＠和賀川GP 2025/4/30
〈ダブルス〉　　藤田・古舘　　長根・関　　　ベスト8
〈シングルス〉　菊池　海音　　ベスト8

● 第77回岩手県高校総体ソフトテニス競技＠和賀川GP2025/5/30
〈個人〉　第3位　　長根　煌和（2C）・関　　涼真（2B）ペア
　　　　　　　　　佐々木　月（3C）・安東　侑輝（3C）ペア
　　　　ベスト8　菊池　海音（2A）・田代　悠稀（2A）ペア
 ⇒山口インハイ出場権獲得
　　　　ベスト10　佐々木颯空（2C）・下大澤真心馬（3C）ペア
 →東北大会出場権獲得

〈団体〉　第3位
● 令和７年度東北総体代表選考大会　ソフトテニス競技　少年の部　＠和賀川GP 

2025/7/6
〈ダブルス〉　準優勝　長根　煌和（3C）・関　　涼真（3B）ペア
　　　　　　第3位　佐々木　月（3C）・安東　侑輝（3C）ペア

〈シングルス〉　第3位　佐々木颯空（2C）
●山口インターハイ 2025/7/24 ～ 7/25＠山口県宇部市
〈個人〉
2回戦敗退　長根　煌和（3C）・関　　涼真（3B）ペア
1回戦敗退　佐々木　月（3C）・安東　侑輝（3B）ペア
1回戦敗退　菊池　海音（2A）・田代　悠稀（2A）ペア

●令和７年度岩手県高校新人ソフトテニス競技2025/9/26 ～ 9/29
〈団体〉　優　勝
〈個人〉　優　勝　菊池　海音（2A）・田代　悠稀（2A）ペア
　　　　準優勝　佐々木颯空（2C）・細川　蓮（2A） ペア

● 令和７年度東北私立高等学校ソフトテニス大会（男子）盛岡　7/10/20
〈団体〉　第3位
〈個人予選リーグ〉　ベスト10　　菊池　海音（2A）・田代　悠稀（2A）
　　　　　　　　　ベスト32　　佐々木颯空（2C）・細川　　蓮（2A）
出場

〈決勝ト－ナメント〉
　2回戦敗退　　菊池　海音（1B）・田代　悠稀（1B）ペア ［ベスト10］
　全日本私立高校ソフトテニス選手権大会個人出場権獲得

● 2025　U17・Ｕ20選手選考大会　2025/11/2一関運動公園テニスコ－ト
　〈シングルス〉雨天中止
● 第57回岩手県高校選抜インドア選手権大会＠奥州市総合体育館12/20 ～ 24
〈団体〉　準優勝
〈個人〉　準優勝　　藤田佳也（2C）・古舘匡剛（2C）ペア
　　　　ベスト8　長根煌和（2C）・関　涼真（2B）ペア
　　　　ベスト8　菊池　海音（1B）・田代　悠稀（1B）ペア

● 第57回東北高校選抜インドア選手権大会　2025/1/24 ～＠秋田県由利本荘市ナイス
アリ－ナ

〈団体〉　予選リ―グ敗退
〈個人〉　藤田　佳也（2C）・古舘　匡剛（2C）ペア 予選リ―グ敗退

●全日本私立高校ソフトテニス選手権大会個人出場
〈個人予選リーグ〉　　菊池　海音（1B）・田代　悠稀（1B）
〈決勝ト－ナメント〉　菊池　海音（1B）・田代　悠稀（1B）ペア

体操
●第77回岩手県高等学校総合体育大会　体操競技
・遠藤幸太郎（1D）　個人総合7位
● 第77回岩手県民スポーツ大会兼国民スポーツ大会選手選考会
　体操競技
・遠藤幸太郎（1D）　個人総合9位

卓球
●高総体盛岡地区予選大会@タカヤアリーナ 4/23 ～ 4/24
〈団体戦A〉①2－1盛岡附属　②4－1盛岡農業　③1－2盛岡工業
〈団体戦Ｂ〉　①0­4誠桜　②2­3南昌・スコーレ・星北
　　　　　　③2­3盛岡一
高校総体県大会出場決定→（ 柴田・菊地・門脇・土橋・瀬川・武田・岩舘・佐々木）

〈個人戦ダブルス〉　予選敗退
・2回戦敗退　菊地（3A）・門脇（3Ｂ）ペア［①3­0江南　②0­3市立］
・1回戦敗退　瀬川（1Ｂ）・武田（1Ｃ）ペア［①0­3 盛岡一］
・1回戦敗退　齊藤（2Ｂ）・高橋司（2Ｂ）ペア［①1­3平舘］
・1回戦敗退　柴田（3Ｂ）・古畑（1Ａ）ペア［①0­3盛岡工］
・1回戦敗退　岩舘（1Ｂ）・佐々木（1Ｄ）ペア［①0­3市立］
・1回戦敗退　白土（2Ｃ）・山本（1Ｂ）ペア［①0­3市立］
・1回戦敗退　土橋（2Ｂ）・高橋玲（2Ｃ）ペア［①0­3盛岡四］

〈個人戦シングルス〉　予選敗退
・4回戦敗退　菊地　敦貴（3Ａ）
　　　　　　　［①シード　②3­0盛岡農　③3­2盛岡工 ④1­3市立］
・3回戦敗退　柴田　海涼（3Ｂ）
　　　　　　　［①シード　②3­1盛岡中央③1­3盛岡三］
・3回戦敗退　瀬川　隼人（2Ｂ）
　　　　　　　［①シード　②3­2盛岡三　③2­3市立］
・3回戦敗退　武田　将司（2Ｃ）
　　　　　　　［①シード　②3­0盛岡農　③0­3市立］
・2回戦敗退　門脇　翔太（2Ｂ）［①シード　②2­3盛岡農］
・2回戦敗退　白土　碧泉（2Ｃ）［①シード　②0­3盛岡一］
・2回戦敗退　高橋　　司（2Ｂ）［①シード　②1­3平舘］
・2回戦敗退　齊藤孝太郎（2Ｂ）［①シード　②0­3盛岡一］
・2回戦敗退　岩舘　凰希（1Ｂ）［①シード　②0­3市立］
・2回戦敗退　佐々木智生（1Ｄ）［①3­0盛岡一　②1­3市立］
・1回戦敗退　土橋　大樹（3Ｂ）［①1­3　盛岡一］
・1回戦敗退　高橋　玲人（3Ｃ）［①1­3市立］
・1回戦敗退　山本航司郎（1Ｂ）［①0­3盛岡北］
・1回戦敗退　古畑　見尊（1Ａ）［①0­3盛岡農］

●盛岡市民体育大会＠盛岡市総合 5/6
〈個人戦シングルス〉14名全員参加
・瀬川2－2　・菊地1－2　　・古畑1－2
・あとの部員　0－2

●高総体岩手県卓球大会＠宮古市総合体育館　5/30
〈団体戦〉
・1回戦目　シード
・2回戦目0－3黒沢尻北
Ｓ　瀬川　隼人0­3［3­11, 6­11, 6­11］
Ｓ　柴田　海涼1­3［10­12, 11­9, 7­11, 6­11］
Ｗ　菊地　敦貴1­3［10­12, 5­11, 12­10, 8­11］

● COI­NEXT岩手県立大学DXを活用した清掃活動に協力（卓球部＋国際交流部）
（盛岡市内河川敷とマチナカのゴミ拾い活動）7/30
武田　将司（2Ｃ）　白土　碧泉（2Ｃ）　瀬川　隼人（2Ｂ）
高橋　　司（2Ｂ）　齋藤孝太郎（2Ｂ）　岩舘　凰希（1Ｂ）　
山本航司郎（1Ｂ）　佐々木智希（1Ｄ）

●ジュニア卓球選手権大会兼全日本卓球選手権　県１次予選＠花巻市総合　8/16
・4回戦敗退　瀬川　隼人（2Ｂ）
　　［①シード　②3­0黒沢尻北　③3­0江南義塾　④1­3大東中］
・3回戦敗退　武田　将司（2Ｃ）
　　［①シード　②3­2花北青雲　③1­3飯豊クラブ］
・2回戦敗退　白土碧泉（2Ｃ）
　　［①3­1戸塚　大雅　花巻農　②0­3水沢商］
・2回戦敗退　山本航司郎（1Ｂ）［①シード   ②0­3釜石］
・2回戦敗退　佐々木智希（1Ｄ）［①シード　②2­3花巻青雲］
・2回戦敗退　岩舘　凰希（1Ｂ）［①不戦勝　②0­3大野中］
・1回戦敗退　高橋　　司（2Ｂ）［①1­3黒沢尻北］
・1回戦敗退　齊藤孝太郎（2Ｂ）［①0­3飯豊クラブ］

●新人戦盛岡地区予選大会＠盛岡市総合体育館　9/23～9/24
〈団体戦〉→岩手県大会出場
岩手0­3盛岡北
　［S瀬川0­3　S佐々木2­3　W瀬川・武田0­3　S武田2­0　S古畑2­1］
岩手3­0盛商
　［S岩舘3­1　S瀬川3­1　W瀬川・武田3­0　S武田0­3　S佐々木3­1］
岩手2­3盛岡三
　［S瀬川0­3　S武田3­0　W瀬川・武田0­3　S佐々木0­3　S瀬川3­0］

〈個人戦シングルス〉
4回戦　瀬川　隼人（2Ｂ）
　［①シード　②3­0盛工　③3­1　④盛附　3­2市立］

→岩手県大会出場決定
4回戦　佐々木智生（1Ｄ）
　［①シード　②3­1盛三　③3­0盛岡一　④0­3盛工　敗復0­3市立］

〈個人戦ダブルス〉
瀬川（2Ｂ）・武田（2Ｃ）［①3­0盛工　②3­2市立　③0­3盛一］
山本（1Ｂ）・佐々木（1Ｄ）［①1­3盛附］
岩舘（1Ｂ）・古舘（1Ａ）［①0­3盛三］
齊藤（2Ｂ）・高橋（2Ｂ）［①0­3盛工］

テニス
〈高校の部〉
●2025ヨネックスファイナルステージin気仙沼

団体　第3位（中村　匡尚、森岩　岳琉、佐々木　徠、畠山　　侑、穐元　大空）
●令和７年度盛岡市民スポーツ大会テニス競技（少年の部）

シングルス　優　勝　　森岩　岳琉　　ベスト4　穐元　大空
　　　　　　ベスト8　佐々木　徠、遠藤　壮真、平松　煌葵
ダブルス　　優　勝　　佐々木　徠・畠山　　侑
　　　　　　準優勝　　遠藤　壮真・穐元　大空
　　　　　　ベスト4　遠藤　忠芽・齋藤　蒼太
　　　　　　ベスト8　平松　煌葵・原田　汎己、佐々木　楽・杉村　　想

●令和７年度岩手県ジュニアテニス選手権大会
18歳以下
シングルス　優　勝　　森岩　岳琉　　準優勝　　佐々木　徠
　　　　　　第3位　　遠藤　壮真　　ベスト8　畠山　　侑、齋藤　蒼太
ダブルス　　優　勝　　佐々木　徠・森岩　岳琉
　　　　　　準優勝　　畠山　　侑・遠藤　忠芽
16歳以下
シングルス　第3位　　穐元　大空、平松　煌葵
ダブルス　　優　勝　　穐元　大空・平松　煌葵
　　　　　　第3位　　原田　汎己・佐々木　楽

●令和７年度岩手県高等学校総合体育大会テニス競技
団体戦　優勝（中村　匡尚、森岩　岳琉、佐々木　徠、畠山　　侑、穐元　大空）
個人戦
シングルス　優　勝　　中村　匡尚　　第3位　　森岩　岳琉、佐々木　徠
　　　　　　ベスト8　平松　煌葵
ダブルス　優　勝　　中村　匡尚・森岩　岳琉
　　　　　準優勝　　佐々木　徠・畠山　　侑
　　　　　第3位　　遠藤　忠芽・齋藤　蒼太
　　　　　ベスト8　平松　煌葵・原田　汎己

●令和７年度東北高等学校テニス選手権大会
団体戦　優勝（中村　匡尚、森岩　岳琉、佐々木　徠、畠山　　侑、穐元　大空）
個人戦
シングルス　優　勝　　中村　匡尚
ダブルス　　第3位　　中村　匡尚・森岩　岳琉
　　　　　　ベスト8　佐々木　徠・畠山　　侑

●令和７年度国民スポーツ大会選手選考会
優　勝　中村　匡尚　　準優勝　森岩　岳琉　　第3位　穐元　大空

●第42回岩手県高等学校一年生テニス選手権大会
ビギナークラス　　　ベスト4　杉村　　想
チャンピオンクラス　優　勝　　平松　煌葵
　　　　　　　　　　第3位　　原田　汎己

テニス
〈中学の部〉
●令和７年度岩手県ジュニアテニス選手権大会

14歳以下
シングルス　第3位　中村　匠吾

●令和７年度岩手県中学生テニス選手権大会
個人戦
シングルス　第3位　中村　匠吾

●2025RSＫ全国選抜ジュニアテニス大会岩手県予選会
優　勝　中村　匠吾

バスケット
●第77回岩手県高等学校総合体育大会
　男子3回戦　　　岩手85­60盛岡商
　男子4回戦　　　岩手93­88宮古商工
　男子準々決勝　　岩手55­101花巻東　　　　ベスト8

ラグビー
●第77回岩手県高等学校総合体育大会
　1回戦　　　　　　合同Ｂ（岩手・一関工・盛北・盛三）0­72黒沢尻北
　5位・7位決定戦　合同Ｂ（岩手・一関工・盛北・盛三）47­38盛岡一　5位入賞
●第21回全国高校合同チームラグビーフットボール大会（東北代表３Ｄ阿部優真）

予選リーグ（2位通過）
東北7­35関東
東北24­0北海道
決勝リーグ
東北7­0東海
東北7­26四国
9ブロック中　第5位（阿部は全試合フル出場）
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令和7年6月9日	 同窓会監査会	 学校
	 6月19日	 第1回正副会長会議	 エスポワールいわて
	 6月26日	 第1回常任理事会	 ホテルロイヤル盛岡
	 7月10日	 第1回理事会	 ホテルロイヤル盛岡
	 8月23日	 石桜同窓会総会	 ホテルメトロポリタン盛岡
	９ 月　　	 第2回正副会長会議	
	 9月23日	 石桜ゴルフコンペ	 盛岡カントリークラブ
	 10月　　	 第2回常任理事会	
	 10月　　	 第2回理事会	
令和8年2月27日	 同窓会入会式	 学校体育館
	 6月　　	 同窓会監査会	 学校
	 6月　　	 正副会長会議	 エスポワールいわて
	 6月　　	 常任理事会	 ホテルロイヤル盛岡
	 7月　　	 理事会	 ホテルロイヤル盛岡

令和 6年度事業計画（案）
（令和 7年 6月 1日～令和 8年 5月 31 日）

令和7年6月14日	 歯科医師石桜会総会/講演会・懇親会	 ホテルメトロポリタン盛岡
	７ 月25日	 卓球部OB会納涼会	 ホテルメトロポリタン盛岡
	 7月27日	 剣道部OB会（稽古会・総会・懇親会）	 ぼっちゃん
	 10月11日	 新20回生同期会	 ホテルエース盛岡
	 10月15日	 九桜会（新9回生）米寿を祝う同期会	
	 11月　　	 日大OB会	
	 11月　　	 紫桜会（新18回生）同期会	

支部、クラブOB会、同期会等活動予定
（令和 7年 6月 1日から令和 8年 5月 31 日）

令和6年6月29日	 新19回生同期会（喜寿を祝い）	 ホテルメトロポリタン盛岡
	 6月8日	 歯科医師石桜会総会/講演会・懇親会	 ホテルメトロポリタン盛岡
	 7月28日	 剣道部OB会	 盛岡駅前東屋
	 8月14日	 岩手高校囲碁将棋部30周年記念式典	 盛岡・クィーンズフォンテ
	 10月5日	 東京石桜同窓会のつどい（第42回総会）	 東北上野・精養軒
	 10月12日	 新20回生同期会	 ホテルエース盛岡
	 11月16日	 紫桜会（新18回生）同期会	 ゼジル Party ＆ dining GIZELE
	 11月23日	 新21回生（獅子の会卒業55周年記念を祝う会）	 初駒本店
	 11月30日	 日大石桜会総会	 花の屋
令和7年1月17日	 卓球部OB会（新年会）	 ホテルメトロポリタン盛岡
	 4月5日	 新23回生同期会	 盛岡・アートホテル
	 7月27日	 剣道部OB会	 ぼっちゃん駅前店

各支部、クラブＯＢ会、同期会等活動状況報告
（令和 6年 6月 1日～令和 7年 5月 30 日）

令和6年2月28日	 石桜同窓会入会式	 学校体育館
	 3月31日	 石桜同窓会90周年記念誌発行	
	 4月26日	 総会対策特別プロジェクト会議	 エスポワールいわて
	 5月19日	 第39回石桜ゴルフコンペ	 盛岡カントリークラブ
	 5月30日	 正副会長会議	 エスポワールいわて
	６ 月14日	 正副会長会議	 エスポワールいわて
	 6月11日	 同窓会監査会	 学校
	 6月25日	 第2回常任理事会	 初駒
	 7月11日	 第2回理事会	 エスポワールいわて
	８ 月1日	 正副会長会議	 村井ビル会議室
	 8月24日	 石桜同窓会総会	 ホテルメトロポリタン盛岡
	 9月4日	 正副会長会議	 エスポワールいわて
	 9月8日	 第40回石桜ゴルフコンペ	 盛岡カントリークラブ
	 9月30日	 第1回常任理事会	 ホテルロイヤル盛岡
	 10月7日	 第1回理事会	 エスポワールいわて
	 11月28日	 秋浜悟史（新5回生）出版記念祝賀会	 大阪都シティ大阪天王寺
	 12月24日	 正副会長会議	 エスポワールいわて
令和7年1月28日	 同窓会役員選考委員会	 エスポワールいわて
	 2月28日	 石桜同窓会入会式	 学校体育館
	 4月15日	 総会対策プロジェクト会議	 エスポワールいわて
	 4月20日	 後藤康文（新8回生）お別れの会	 宮古市民文化会館
	 5月18日	 第41回石桜ゴルフコンペ	 盛岡カントリークラブ

令和 6年度事業実施状況
（令和 6年 6月 1日～令和 7年 5月 30 日）

　ご購入希望者は下記要領でお申し込みをお願いします。

販売価格　1 冊 5,000 円（記念誌＋別冊協賛広告集  送料込み）

　大変恐縮ですが整理の都合で前払いでお願いします。
　入金確認のうえ、発送させていただきす。
　　※整理の都合で多少遅れる場合もあると思われますがご容赦ください。

送金先　　郵便局
　　　　　加入者名　岩手中学高等学校同窓会
　　　　　口座記号　02330-2
　　　　　口座番号　10326

問い合わせは、E-mail 又は FAX でお願いします。
　　　　　info@sekiou-ob.com
　　　　　FAX 019-651-3454 石桜同窓会宛

90
年
の
軌
跡�

石
桜
同
窓
会

石桜同窓会

Anniversary

90th
Since 1933

028117-01_hyoshi.indd   全ページ028117-01_hyoshi.indd   全ページ 2024/03/23   10:43:092024/03/23   10:43:09記念誌

石桜同窓会
設立90周年記念事業

協賛広告
石桜同窓会

Anniversary

90th
Since 1933

032399-01hyoshi[1].indd   1032399-01hyoshi[1].indd   1 2024/03/23   13:03:522024/03/23   13:03:52別冊 協賛広告集

石桜同窓会設立 90周年「記念誌」が
令和 6年 3月31日に発刊になりました。

母校ホームページとあわせ、同窓会のホームページも開設中
●岩手高校ホームページアドレス　　http://www.iwate-jh.ed.jp　●石桜同窓会ホームページアドレス

新 https://sekiou-ob-com/wp/　　　　　　　旧 http://sekiou-ob-com　　　　　　

副会長に名久井淳（新 19 回生）、本田好郎（新 33 回生）、
金子眞也（新 37 回生）を選任
常任理事に新たに長谷川良久（新 20 回生）、足澤匡（新 27 回生）、
佐々木聰（新 37回生）就任

岩手中・高等学校石桜同窓会新役員
2025.10.22

役 職 名 担当部門 氏　　名 回生

会　 長 総括 久　慈　竜　也 新30回生

副 会 長 事業総務 名久井　　　淳 新29回生

同 広報 本　多　好　郎 新33回生

同 組織財務 金　子　眞　也 新37回生

会　 計 組織財務担当副会長・事務局

監　 事 宮　田　達　哉 新30回生

同 小笠原　千　永 新37回生

同 久　慈　拓　也 新54回生

参　 与 助言・相談役 赤　澤　征　夫 新9回生

同 助言・相談役 武　藤　正　吾 新14回生

常任理事 事業総務 長谷川　良　久 新20回生

同 組織財務 明　戸　　　均 新21回生

同 組織財務 足　澤　　　匡 新27回生

同 事業総務 菅　原　一　也 新31回生

同 広報 佐々木　　　聡 新37回生

同 組織財務 須　賀　津　人 新40回生

同 広報 前　野　純　一 新45回生

同 事業総務 大　谷　陽　介 新48回生

同 事業総務 谷　藤　大　樹 新52回生

同 組織財務 高　橋　康　介 新59回生

同 事業総務 中　村　公　紀 新61回生

事 務 局 中　山　泰　志 新39回生

同 杉　村　克　明 新42回生

同 川　村　啓　彰 新64回生



第 50号 令和7年11月21日　（金曜日） 　（8）石 桜 同 窓 会 報
■
石
桜
剣
道
部
会

　

今
年
度
の
石
桜
剣
道
部
会
総

会
。令
和
７
年
７
月
27
日（
日
）、

昼
の
稽
古
会（
岩
手
高
体
育
館
）

の
後
、
17
時
～
19
時
ま
で
盛
岡

駅
近
く
の
居
酒
屋
「
ぼ
っ
ち
ゃ

ん
駅
前
店
」
に
お
い
て
、
総
会

＆
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

稽
古
会
に
は
、
私
、
本
山
副
会

長
、
I
B
C
放
送
記
者
の
佐
藤

О
B
が
参
加
。
７
名
の
高
校
生

（
１
・
２
年
生
）
と
竹
刀
を
交

え
、
汗
を
流
し
ま
し
た
。
夜
の

部
に
は
О
Ｂ９

名
（
柴
内
副
顧

問
含
む
）
と
高
校
生
７
名
が
参

加
。
総
会
後
、
中
村
前
副
会
長

の
乾
杯
の
音
頭
で
懇
親
会
が
始

ま
り
ま
し
た
。
高
校
生
＆
О
Ｂ

（
70
歳
前
後
）
の
自
己
紹
介
・

近
況
報
告
を
中
心
に
、
昔
の
思

い
出
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
居
合
道
７
段
に
昇
段

し
た
川
村
正
文
О
B
の
昇
段
祝

い
も
兼
ね
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

毎
年
同
じ
内
容
の
話
に
な
り
ま

す
が
、
や
は
り
楽
し
い
も
の
で

す
。

　
「
文
武
不
岐
」…
こ
れ
は
、
学

問
・
ス
ポ
ー
ツ
（
武
道
）
に
は
、

境
目
が
な
い
と
い
う
意
味
の
言

葉
で
す
。
人
が
世
に
出
て
い
く

に
当
た
っ
て
、
生
き
抜
く
力
を

備
え
て
お
く
こ
と
は
極
め
て
重

要
で
す
。
で
は
、
ど
こ
で
、
そ

の
力
を
養
う
の
か
。
私
は
そ
れ

を
ス
ポ
ー
ツ
（
武
道
）
に
求
め

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
（
武
道
）
で

心
身
を
鍛
錬
し
て
い
る
子
ど
も

た
ち
は
、
本
来
も
っ
て
い
る
力

を
十
分
に
発
揮
し
、
困
難
を
乗

り
越
え
て
い
く
プ
ラ
ス
の
自
分

ク
ラ
ブ
O
B
会

を
形
成
し
、
そ
れ
を
発
見
・
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
頑

張
れ
ば
頑
張
っ
た
分
だ
け
得
る

も
の
が
あ
る
し
、報
わ
れ
ま
す
。

そ
の
自
信
は
、
長
い
人
生
を
生

き
抜
い
て
い
く
上
で
、
大
い
に

役
に
立
ち
ま
す
。

　

渋
沢
栄
一
は
、
そ
の
著
書
の

中
で
「
生
の
信
念
」
を
唱
え
て

い
ま
す
。「
人
間
は
、
心
の
中

に
確
た
る
「
ナ
ニ
モ
ノ
カ
」
を

持
つ
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
も

し
、
持
た
な
け
れ
ば
、
そ
の
人

間
は
、
行
方
定
め
ぬ
浮
き
草
暮

ら
し
の
よ
う
な
日
々
を
送
り
、

あ
た
ら
一
生
を
台
無
し
に
し
て

し
ま
う
…
」。
ま
た
、
こ
れ
は

科
学
的
に
も
証
明
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
す
が
、人
間
の
脳
幹
は
、

木
の
幹
の
よ
う
な
も
の
だ
そ
う

で
す
。
鍛
え
れ
ば
、
頑
丈
な
も

の
に
な
り
、意
志
も
強
く
な
る
。

逆
に
、
鍛
え
な
け
れ
ば
軟
弱
な

も
の
に
な
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た

こ
と
に
も
す
ぐ
挫
け
て
し
ま

う
。
苦
し
さ
、
寒
さ
、
暑
さ
、

Ｏ
Ｂ
通
信

叙
　
勲

2
0
2
5
秋
の
叙
勲

　

旭
日
小
綬
章　
　

高
橋　

重
幸
（
新
23
回
生
）

■
石
桜
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

第
41
回
大
会

令
和
7
年
5
月
18
日

参
加
者
32
名　

於 

盛
岡
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

優
勝　

吉
田
久
勝（
新
15
回
生
）

2
位　

藤
村　

靖（
新
30
回
生
）

第
42
回
大
会　

令
和
7
年
9
月
23
日

参
加
者
37
名　

於 

盛
岡
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

優
勝　

吉
田
久
勝（
新
15
回
生
）

2
位　

吉
田
公
一（
新
13
回
生
）

嫌
な
こ
と
、
苦
手
な
こ
と
等
に

耐
え
抜
き
、
挑
戦
し
、
そ
れ
を

乗
り
越
え
た
経
験
・
体
験
…
こ

れ
が
、
頑
丈
な
脳
幹
を
形
成
し

て
い
き
ま
す
。「
鉄
は
熱
い
う

ち
に
打
て
」…
10
代
の
多
感
な

時
期
に
、
ス
ポ
ー
ツ
（
武
道
）

に
全
精
力
を
注
ぎ
込
む
日
々
を

送
る
こ
と
は
、
そ
の
後
の
人
生

を
実
り
あ
る
も
の
に
し
て
い
く

上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
で
す
。

　

11
年
前
か
ら
、
将
来
の
組
織

の
若
返
り
を
図
っ
て
い
く
と
い

う
課
題
解
消
の
意
味
合
い
も
あ

り
、
高
校
生
と
の
稽
古
会
・
懇

親
会
を
兼
ね
た
形
で
О
B
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
指
導
に
つ
い

て
は
、川
又（
コ
ー
チ
・
六
段
・

新
24
回
）
が
行
な
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
、
更
な
る
石
桜

剣
道
部
会
の
発
展
と
高
校
生
の

指
導
に
力
を
注
い
で
い
く
所
存

で
す
。

【
新
制
２４
回
生　

川
又
勝
見
】

■
卓
球
部
O
B
会
納
涼
会
を
開

催
　

令
和
7
年
7
月
25
日　

18
：

0０
よ
り
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
盛
岡
4
F
ジ
ュ
エ
ン
で
9
名

参
加
で
卓
球
部
O
B
会
納
涼
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
は
早
坂
磨
（
新
31
回
生
）

会
長
挨
拶
よ
り
始
ま
り
兼
平
重

一
郎
（
新
13
回
生
）
の
乾
杯
で

懇
親
会
を
開
始
し
ま
し
た
。
各

会
員
の
近
況
報
告
と
母
校
卓
球

部
の
現
状
報
告
で
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
納
涼
会
で
し
た
。
現

役
時
代
の
卓
球
試
合
の
思
い
出

話
し
や
、
今
後
の
卓
球
部
の
応

援
な
ど
で
話
は
尽
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

■
菅
原
東
一
郎
（
新
16
回
生
）

が
第
77
回
「
三
軌
展
」
で
佳

作
賞
受
賞

　

令
和
7
年
5
月
14
日
～
26
日

に
国
立
新
美
術
館
で
開
催
さ
れ

た
第
77
回
三
軌
展
で
菅
原
東
一

郎
（
新
16
回
生
）
が
絵
画
部
門

作
品
名「
ド
ッ
ク
の
あ
る
風
景
」

で
会
友
推
挙
で
佳
作
賞
入
賞
し

ま
し
た
。

第
41
回
石
桜
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

母校創立100周年記念事業要綱が発表された
　令和 8 年 2 月11日　　　　　岩手中・高等学校創立100周年記念日
　令和 8 年 9 月29日　　　　　岩手中・高等学校創立100周年記念式典
　令和 8 年 9 月29日　　　　　岩手中・高等学校創立100周年記念祝賀会

岩手中・高等学校創立100周年記念誌の発行
　事業の実施にあたり、「岩手中・高等学校創立100周年記念事業募金」を実施

【募集要項】
1.目的　　創立100周年記念事業実施のため
2.使途
　　・石桜体育館（仮称）の建設
　　・その他記念誌業実施に要する経費
3.募金目標金額　　6,000万円
4.募集金額
　　・個人 1 口　10,000円（卒業生、在校生保護者、役員・教職員、一般）
　　・法人 1 口　30,000円（企業、団体）
　　　　※複数口でご協力いただければ幸いです。
5.募集期間
　　令和 7 年 9 月 1 日～令和 8 年 9 月30日

　　　　　　　　　　寄付金募集のご案内　岩手中学校・岩手高等学校
　　　　　　　　　　https//iwate-jh.ed.jp//about/bonate

●第 43 回石桜同窓会ゴルフコンペ
期日　令和 8 年 5 月中旬予定
会場　未定

●令和石桜同窓会総会
期日　令和 8 年 8 月 22 日（土）
会場　ホテルメトロポリタン盛岡（本館）

詳細は決定しだい、ホームページにてご案内い
たします。案内ページ内の参加申込フォームか
らも参加申込がいただけます。皆さんと総会で
お会いできることを楽しみにしています。

●第 44 回石桜同窓会ゴルフコンペ
期日　令和 8 年 9 月中旬予定
会場　未定

●東京石桜同窓会のつどい
期日　令和 8 年 10 月 3 日（土）予定
会場　東京上野・精養軒

●石桜同窓会 入会式
期日　令和 9 年 2 月 27 日
会場　母校体育館

■ 令和８年度 同窓会行事 開催案内 ■
■
秋
浜
悟
史
（
新
5
回
生
）
の

「
あ
る
地
方
高
校
生
の
日
記
」

が
発
刊
さ
れ
出
版
記
念
式
典

に
祝
辞
を
述
べ
る

　

出
版
に
当
た
り
石
桜
同
窓
会

で
は
写
真
提
供
等
協
力
し
た
関

係
で
式
典
に
招
待
さ
れ
た
。
令

和
6
年
11
月
28
日
大
阪
都
シ

テ
ィ
大
阪
天
王
寺
で
開
催
さ

れ
、
式
典
に
石
桜
同
窓
会
よ
り

赤
澤
常
任
理
事
が
出
席
し
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　
「
あ
る
地
方
高
校
生
の
日
記

1
9
5
0
～
1
9
5
2
」
は
岩

手
高
校
時
代
の
日
記
を
ま
と
め

た
書
籍
で
あ
る
。
出
身
の
渋
民

村
で
は
石
川
啄
木
を
継
ぐ
才
と

謳
わ
れ
、
劇
作
家
・
演
出
家
、

そ
し
て
演
劇
教
育
者
と
し
て
多

大
な
功
績
を
残
し
、
演
劇
界
の

巨
星
と
し
て
そ
の
名
を
知
ら
れ

て
い
る
同
窓
生
で
あ
る
。
早
稲

田
大
学
で
学
生
劇
団
「
自
由
劇

団
」
に
参
加
。
1
9
6
0
年
に

「
劇
団
三
十
人
会
」
を
旗
揚
げ

し
、
話
題
作
を
次
々
と
世
に
送

兵
庫
県
立
宝
塚
北
高
で
演
劇
科

長
を
努
め
、
48
歳
で
大
阪
芸
術

大
学
舞
台
芸
術
科
の
助
教
授
と

な
り
、
5
年
後
に
は
教
授
に
。

「
あ
る
地
方
高
校
生
の
日
記

1
9
5
0
～
1
9
5
2
」
は

　

松
本
工
房

大
阪
市
都
島
区
網
島
12
-11

雅
叙
園
ハ
イ
ツ
1
0
1
0

T
E
L
0‌

6
-6
3
5
6
-

7
7
0
1

価
格　

本
体
3
︐
6
0
0
円

＋

税
（
3
︐
9
6
0
円
）

り
出
し
た
。
第

1
回
紀
伊
国
屋
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１．掲載情報の提供について
皆さんの同期会、支部、クラブ OB 会等や、同級生の活躍や叙勲のご紹
介等の情報をお知らせください。
掲載を希望される方は、事務局メールアドレス（info@sekiou-ob.com）
または２次元コード（表示ページ内のフォーム）からお知らせください。

２．広告掲載について
郵便料金の改定等に対応するため、同窓会公式 HP や来年度発行の会報
に、広告掲載のご協力いただける同窓生の方は、事務局メールアドレス

（info@sekiou-ob.com）または ２ 次元コード（表示ページ内のフォーム）
からお知らせください。

受賞作品「ドッグのある風景」 菅原東一郎氏

第 42 回大会　優勝　吉田久勝氏

第 41 回大会　優勝　吉田久勝氏


